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         教職課程をསरするΊなさΞ 

たͬのࢴ、ԿがΞでいます。こ͑したิにΓりࡏࠅଐなٺೖのऀ会は高ౕな情報Կとࠕ 
生は͖になるとともに、新たな教育課題にするΓ͑になりました。そのため、ऀ会の
รԿにともなって、学校教育は大きなรַ期を͓ܶています。2017 ೧の学स指導要րఙにお
いて、ಕಛの教ՌԿや高学೧の教Ռ「ޢࠅ」の導入おΓび各教Ռの特に応ͣたϕϫήϧ
ミンή教育の実ࢬがͬड़されました。また、G,G$ ηクーϩ構のもと、子ʹもたͬがҲ人
ҲୈのタϔϪットを持つΓ͑になり、教育における ,&7 の用がますますΞでいます。
さらに、「指導の個別Կ」と「学सの個Կ」、「個別࠹నな学び」と「協ಉ的な学び」のΓ͑に、
ҡなる学びをֽけ合わせた新しい学びを生Ίड़すࢾΊも࢟まっています。したがって、これ͖
らの教員にはรԿのौೊな対応力がٽめられています。 
 Ҳ方で、਼ࢋ、ޢࠅ、ཀྵՌを対েとしたՌ制の導入が࢟まり、教員には高いがٽ
められています。2017 ೧の学स指導要րఙにおいて、各教Ռに༙ݽのݡ方・͓ߡ方が重ࢻさ
れるΓ͑になりましたが、これはਐにけたஎࣟやٗを用して問題解決していくࡏに必要
となる本質的なΠυΠです。このΓ͑なݡ方・͓ߡ方をಉ͖せてߡࢧ・இ・න現する資質・
力を子ʹもたͬに育むためには、各教Ռの学問的ഐܢとしての学स಼༲のつながりを、教員
がཀྵ解しておくことはՆܿです。また、સての新و採用教員が、10 ೧目までに 2 ೧以上、特
別支援学校等での指導をݩܨするとい͑提ݶもなされており、様ʓな্֒の特に対するある
程ౕの的なો養も、これ͖らの教員にはٽめられています。 
 以上のΓ͑に、ੴとࠕでは、ٽめられる教員のࢡはรԿしていると͓ݶます。し͖し、子ʹ
もたͬの資質・力を࠹大ݸに৵ͻすとい͑教育の目的はรわっていませΞ。子ʹもたͬにٽ
められる資質・力や指導の方๑は、時େにΓって、これ͖らもรわっていくでしΒ͑。だ͖
らこそ、教員はೖʓ研ᮐにྯΊ、ࣙらのを高めるとともに新しいことにοϡϪンジし続
けることが大です。の中で「生」とݼͻれる職業はݸられています。そのʹれも、बり
͖らわれଜܡされるଚࡑであるものͻ͖りです。 
 これだけซくと、教員の事は、が重く大รだと͖͑ࢧもしれませΞが、子ʹもたͬの
成ௗをೖʓͣ״られるとともに、子ʹもたͬのগཔや人生に関わりӪڻを与͓ることのできる、
とてもやりがいのある事でもあります。教員を目指し、教職課程をསरしΓ͑と͓ߡている
ΊなさΞは、子ʹものجびがࣙのجびとなり、子ʹものاとともにいるࣙをしてΊ
てください。そΞなࢡにۛͰくために、これ͖ら 4 ೧ؔ、しっ͖りとのેخをക͑とと
もに、新しい教育のಊ向にも目を向け、学び続ける教員としての資質・力をਐにけていき
ましΒ͑。教職支援センターは、ΊなさΞのໂの実現のためにસ力で支援していきます。 

（教職支援センターௗ ࡖҬ࢚） 
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Ⅰ．教員免許取得に向けて

1 ．育成する教職志望の学生像

2．教員養成の思い

3．教職という仕事～おもしろさ・やりがい～
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京都女子大学では、教職課程སरにおいて、「ৼ͖でたくましく生きていく子ʹもを育成するた
めの資質・力をਐにつけた教員」の養成を目指しています。 
 າཔに向͖って生きていく幼ࣉ・ࣉಒ・生ైは希望とϏワーにຮͬᷕれ、ଡくのՆをもって
います。教師は子ʹも達のগཔに大きなӪڻを与͓͑るଚࡑです͖ら、的எࣟをरಚするとڠ
に、子ʹものՆを࠹大ݸにӀきड़す力がٽめられます。そのため皆さΞには大学での 4 ೧ؔの
教職課程の学びを௪して、教師とい͑事が༙しているқٝやਐにつけたい資質・力をくཀྵ解
してཋしいと͓ߡています。 
 教師にٽめられる資質・力とは、1 ೧͖࣏らの的எࣟを学こと͖ら࢟まりますが、எࣟの
रಚだけにཻまるものではありませΞ。Յ͓て皆さΞには、੍非ともਐにつけてཋしい資質があり
ます。 

まͥ的எࣟのқັするとこΘを۫体的に͓ߡ、ࣙのものとしてくཀྵ解する力です。せっ
͖く学Ξだஎࣟを、ཀྵ解せͥҋىするだけではқັがありませΞ。எࣟをࣙらのݩܨにき͓、
۫体的にՁをͣ״、Ձを学Ξだの͖、ࣙらのৼにくࠃΊࠒむことが大です。そのためにもࡑ学
中にݩܨのを͝߁、Ҳつͽとつのݩܨをೣに৾りศり、ࣙのものにすることが望まれます。 

またそのࡏに、عଚのもののݡ方にଌわれͥ、ٛ問をもͬ、事をあらΑるֱౕ͖ら߁いࢻを
もって͓ߡる力が必要です。ϩーϩにॊॳにॊ͑ことがસてではなく、൹的ߡࢧ力をਐにつける
ことが望まれます。ݶཁで͑ݶのは؈ୱですが、このգ程で皆さΞはعଚのݡ方ではない、ࣙらの
りศすでしΒ͑。このգ程こそが、ࣙらのฯ育・教育܃をޣࡪߨࢾ、ೲΊ、͓ߡいやΠυΠをࢧ
؏にܪがり、教師になって͖らのેخとなり、学び続ける教師にܪがっていくことでしΒ͑。 

さらに、ࣙらのࢧいを実現する力、を向いて֮実にΞでいく力をட͓てཋしいです。教師と
い͑事はやりがいのあるຳ力的な事ですが、同時に大รなこともଡい事です。࠵けないکい
ਈ力、そして͖な人ؔ力がٽめられます。 

4 ೧ؔの教職課程での学びでは、Ҳ人ͽとりの学びのࢡが大です。ҲิҲิくಁΊしめてิ
ΞでいけるΓ͑、実な学びに͝ܪてཋしいとࢧいます。そして教師になりたいとい͑ࣙらのࢧい
を教職課程での学びを௪して͖֮なものとし、教師にٽめられる資質・力をඍ͓るとڠに、बり
の人͖ら৶བされ、Ѭされる、人としての大なخ൭をਐにつけてཋしいと͓ߡています。 

皆さΞがこの教職課程ύンχϔックをज़ಣし、用することで、学びのϐントをಚられることを
望Ξでいます。 

教職に就きたいと͓ߡている学生の皆さΞに対して、様ʓな支援の中֫となるのが「教職支援センター」
です。教職支援センターには、なݩܨを༙する特ఈ教दや教職ΩΤンセϧーがࡑし、様ʓな支援を
、っています。そしてなにΓり皆さΞҲ人ͽとりが、それͩれの目指す教師を͖֮なものにできるΓ͑ߨ
そして就職して͖らも、目指す教師であり続けられる教師を育Ίたいとい͑ࢧいで、皆さΞҲ人ͽとり
に向き合っています。 

教職は、Ҳ生の事としてखり組むにさわしいຳ力にᷕれた事です。京都女子大学卒業のଡくの
ഒが、教師として༄されています。これ͖らの皆さΞの人生が、ࣙらの希望や目ඬに向けてखり組Ί続
けられるೖʓとなるΓ͑願っています。 

1 ．育成する教職志望の学生像

2．教員養成の思い



� �
7 

  
皆さΞは、教職とい͑事に関ৼをもったのはいつの͖ࠔらです͖。また、ʹのΓ͑なことがき

っ͖けで教師のಕを目指すΓ͑になりました͖。ある人にとっては、小学校や中学校、高等学校の
学څ୴の生のՁـないৼԻまるҲݶがࣙਐの࿑を決ఈͰけたり、また、ある人は、部ಊの
しい指導の中にもҲ人Ҳ人の個をཀྵ解し、ٗढ़だけではなく、Ҳ人の人ؔとしݭ問の生がޒ
ての成ௗを導いてくれたことに、ࣙも教師になって部ಊで生ైと関わりたい、なʹなʹಊ機は
いΘいΘあるとࢧいます。そして、就きたい教職の校種や教Ռについても皆さΞそれͩれཀྵ༟があ
るとࢧいます。 
 中学校・高等学校の生は、द業以にもଡくの事をしなけれͻなりませΞが、生方のଡく
はやりがいをもってࣙの事をߨっています。まͥ、大きなやりがいのҲつとして、「生ైの成ௗ」
をͣ״ることがあ͝られます。学सのஙれがͬな生ైに向き合い、೬りکく指導した݃Վ、͖ら
な͖った問題が解けたときのその生ైの目をٍ͖せたන情にંしたときや、णݩにࡏし志望校に合
֪して、ࣙ のとこΘまで報ࠄにཔてくれたときなʹ、そのجびは͖けが͓のないものとなります。
また、生ైとҲॻにϗントを作り上͝ていくֺしさもあります。特に体育ࡉやชԿࡉ、合コン
クーϩといったߨ事では、いΘいΘなトϧϔϩが生ͣてしま͑ことがあります。そのΓ͑なとき୴
のࣦᄘܻྯやԻ͖くݡगることで、クϧηがҲ؛となってखり組Ί、それをりӿ͓生ైたͬは
ຮ足״や達成״をັわいます。そのΓ͑な中で生ైたͬとの৶བ関ܐもめられ、生ై͖ら״ःさ
れるとい͑のも、教師のୋັޥのҲつとなります。そして、̡ 卒業ࣞ 。r様ʓなࢧいड़をし、૧ཱི
っていく卒業生のৼもਐ体もཱིഁに成ௗしたࢡをݡるとき、教師をしていてྒྷ͖ったなあとͣ״ら
れるॢؔが、Ձにもେ͓がたいやりがいであり、教師の事のすͻらしさではないでしΒ͖͑。 

教師をやっていてΓ͖ったと͓ࢧるॢؔは、子ʹも達͖らϏワーをもらっていると実״できると
きです。特に、小学校は 1 ೧生͖ら 6 ೧生までの 6 ೧ؔとい͑ௗい期ؔに、子ʹも達の成ௗにͣっ
くりと寄りశ͑ことができ、「こΞなにも 成ௗしてくれた。」と߀せを実״できる場がたくさΞ
あります。小学校とい͑時期は、学校とい͑ॄの中で様ʓな学びを֭ಚする時期です。ఁ学೧（1・
2 学೧）の時期は、Ҳ生ໍݔに୴の生のҲݶҲݶにன実に͓Γ͑とします。「くหکしΓ͑。」
とหکすることをとてもֺしΊにしています。ڇৱ当൬やૡঈ当൬、ೖの事もجʓとして ඊ
びながら「新しいことにேકできるجび」をにड़してҲ生ئໍݔります。そのҲ生ໍݔ
さが、教師のৼをಊ͖します。中学೧（3・4 学೧）は、ؔをқࣟする時期です。学څの༓達と
ᛯຑしながら関ܐをめΓ͑とします。ऀ会が育つこの時期は、「༓達とはࣙにとってՁな
の͖ʃ」「生だってؔҩ͑Ξだ。」なʹٛ問やـͰきをͣ״ます。そのٛ問やـͰきなʹに、教師

6 

京都女子大学では、教職課程སरにおいて、「ৼ͖でたくましく生きていく子ʹもを育成するた
めの資質・力をਐにつけた教員」の養成を目指しています。 
 າཔに向͖って生きていく幼ࣉ・ࣉಒ・生ైは希望とϏワーにຮͬᷕれ、ଡくのՆをもって
います。教師は子ʹも達のগཔに大きなӪڻを与͓͑るଚࡑです͖ら、的எࣟをरಚするとڠ
に、子ʹものՆを࠹大ݸにӀきड़す力がٽめられます。そのため皆さΞには大学での 4 ೧ؔの
教職課程の学びを௪して、教師とい͑事が༙しているқٝやਐにつけたい資質・力をくཀྵ解
してཋしいと͓ߡています。 
 教師にٽめられる資質・力とは、1 ೧͖࣏らの的எࣟを学こと͖ら࢟まりますが、எࣟの
रಚだけにཻまるものではありませΞ。Յ͓て皆さΞには、੍非ともਐにつけてཋしい資質があり
ます。 

まͥ的எࣟのқັするとこΘを۫体的に͓ߡ、ࣙのものとしてくཀྵ解する力です。せっ
͖く学Ξだஎࣟを、ཀྵ解せͥҋىするだけではқັがありませΞ。எࣟをࣙらのݩܨにき͓、
۫体的にՁをͣ״、Ձを学Ξだの͖、ࣙらのৼにくࠃΊࠒむことが大です。そのためにもࡑ学
中にݩܨのを͝߁、Ҳつͽとつのݩܨをೣに৾りศり、ࣙのものにすることが望まれます。 

またそのࡏに、عଚのもののݡ方にଌわれͥ、ٛ問をもͬ、事をあらΑるֱౕ͖ら߁いࢻを
もって͓ߡる力が必要です。ϩーϩにॊॳにॊ͑ことがસてではなく、൹的ߡࢧ力をਐにつける
ことが望まれます。ݶཁで͑ݶのは؈ୱですが、このգ程で皆さΞはعଚのݡ方ではない、ࣙらの
りศすでしΒ͑。このգ程こそが、ࣙらのฯ育・教育܃をޣࡪߨࢾ、ೲΊ、͓ߡいやΠυΠをࢧ
؏にܪがり、教師になって͖らのેخとなり、学び続ける教師にܪがっていくことでしΒ͑。 

さらに、ࣙらのࢧいを実現する力、を向いて֮実にΞでいく力をட͓てཋしいです。教師と
い͑事はやりがいのあるຳ力的な事ですが、同時に大รなこともଡい事です。࠵けないکい
ਈ力、そして͖な人ؔ力がٽめられます。 

4 ೧ؔの教職課程での学びでは、Ҳ人ͽとりの学びのࢡが大です。ҲิҲิくಁΊしめてิ
ΞでいけるΓ͑、実な学びに͝ܪてཋしいとࢧいます。そして教師になりたいとい͑ࣙらのࢧい
を教職課程での学びを௪して͖֮なものとし、教師にٽめられる資質・力をඍ͓るとڠに、बり
の人͖ら৶བされ、Ѭされる、人としての大なخ൭をਐにつけてཋしいと͓ߡています。 

皆さΞがこの教職課程ύンχϔックをज़ಣし、用することで、学びのϐントをಚられることを
望Ξでいます。 

教職に就きたいと͓ߡている学生の皆さΞに対して、様ʓな支援の中֫となるのが「教職支援センター」
です。教職支援センターには、なݩܨを༙する特ఈ教दや教職ΩΤンセϧーがࡑし、様ʓな支援を
、っています。そしてなにΓり皆さΞҲ人ͽとりが、それͩれの目指す教師を͖֮なものにできるΓ͑ߨ
そして就職して͖らも、目指す教師であり続けられる教師を育Ίたいとい͑ࢧいで、皆さΞҲ人ͽとり
に向き合っています。 

教職は、Ҳ生の事としてखり組むにさわしいຳ力にᷕれた事です。京都女子大学卒業のଡくの
ഒが、教師として༄されています。これ͖らの皆さΞの人生が、ࣙらの希望や目ඬに向けてखり組Ί続
けられるೖʓとなるΓ͑願っています。 

3 ．教職という仕事　～おもしろさ・やりがい～
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として対応するೋしさをͣ״るとともに、Ҳॻに͓ߡるֺしさをັわ͑ことができます。高学೧（5・
6 学೧）の時期は、「大人のཱིࣙ」に向͖ってᷦ౽する時期でもあります。ࣙを大人としてݡて
Άしいとい͑願望がらΊます。ࣙをखりתくऀ会やֆの情なʹにもෆ״になります。その
中で「ࣙにはՁができる͖ʃ」「ࣙは、ࠕのままでいいの͖ʃ」なʹとࣙ問ࣙしながらࣙな
りの͓をݡつけΓ͑とします。ᷦ౽したり、໐ったりしながら大人のஊを上る子ʹも達のࢡ
は、とてもましくͣ״ます。そして、Ҳ人Ҳ人のその成ௗをӆながら支͓ることのできる教師で
あるࣙがގらしく͓ࢧてきます。 
 このΓ͑に、6 ೧ؔの子ʹも達とのิΊの中で൶らのஐΊない成ௗのಕ۔に教師としてঙしのޭを
ともせるଚࡑでありたいとৼのఊ͖ら教師としてのໍ࢘を実״します。その実״が࣏にす΄きこと
はՁなの͖を͓ߡるݬಊ力になります。 

 皆さΞは小学校に入学するまでは、幼ࣉ期をʹこでգごしてきました͖。「幼稚園」「ฯ育ॶ」、そ
してこれ͖らの子ʹもた͖ͬらは「ఈこʹも園」とい͓͑もଁ͓てくることでしΒ͑。 
 卒園した子ʹもとՁ೧り͖でड़会͑ことがあります。すっ͖り成ௗした子ʹもたͬに「生、
ਐௗఁくなったʃ」とݶわれることがあります。「あなたが大きくなったのΓ。」といながら応͓
る時に、とても߀せなـ持ͬになります。また、͖つて幼ࣉ期をڠにգごした子ʹもがおさΞや
おさΞになって、࠸びըが子の入園の場で࠸会するなʹの時にはさらに大きなجびをͣ״ます。 
 生まれて͖ら 6 ೧ؔのؔに、子ʹもたͬはいΘいΘな人との関わりの中で、ৼਐڠに大きく成ௗ
します。ଡくの子ʹもにとって、ฯ育者はおさΞやおさΞ・ਐۛな人以で࠹ॵにંする大人
であり園はॵめてのॄの場です。入園当ॵはٿいていた子ʹもが、園ఋの小ಊやきな۫؟に
ৰれて༣び࢟め、༓だͬにも関ৼをもͬاがड़てくれͻ、ฯޤ者もฯ育者もذしいものです。3
子ʹも、ࢡで৾り向いてくるاがਐについてきて「できたʄ」とಚқそ͑なसが、生ࣉາຮࡂ
らしい״でࢽ人のΓ͑なݶཁを発したり、Ҳ人༣びや並ߨ༣びの時期をܨて、༓だͬとٖれたり
Ҳॻに״ڠしながら༣Ξでいるࢡをݡれͻさらに成ௗをͣ״ます。3 にもなると、大人ではࣉ以上ࡂ
や༣びを作り上͝、ʹΞʹΞϟージをらませてໂ中で༣Ξでい۫؟つ͖ないΓ͑な発で͓ߡ
る様子に״ৼしたり、ࠖっている༓だͬがいる時にそͻにそっと寄りశっているࢡ等ݡれͻৼた
れます。 
 そのΓ͑な子ʹもたͬの成ௗのࢡをೖ常的にݡることができ、幼ࣉのֆのຳ力とこれ͖らの時
େを生きൊいていく子ʹもたͬのՆをೖʓͣ״ることができます。ࢴたͬ大人も子ʹもたͬの
を大に、これ͖らのາཔのためにՁができる͖、ࣙがそのらにいて、Ҳ人Ҳ人の成ௗや必ࠕ
要をͣ״खりݡगったり援ঁしたり、ҲॻにิΊながら子ʹもとڠに成ௗし、子ʹもた͖ͬらϏワ
ーをもら͑ことができる、それが幼ࣉ教育現場でಉく࠹大のຳ力だとࢧいます。
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として対応するೋしさをͣ״るとともに、Ҳॻに͓ߡるֺしさをັわ͑ことができます。高学೧（5・
6 学೧）の時期は、「大人のཱིࣙ」に向͖ってᷦ౽する時期でもあります。ࣙを大人としてݡて
Άしいとい͑願望がらΊます。ࣙをखりתくऀ会やֆの情なʹにもෆ״になります。その
中で「ࣙにはՁができる͖ʃ」「ࣙは、ࠕのままでいいの͖ʃ」なʹとࣙ問ࣙしながらࣙな
りの͓をݡつけΓ͑とします。ᷦ౽したり、໐ったりしながら大人のஊを上る子ʹも達のࢡ
は、とてもましくͣ״ます。そして、Ҳ人Ҳ人のその成ௗをӆながら支͓ることのできる教師で
あるࣙがގらしく͓ࢧてきます。 
 このΓ͑に、6 ೧ؔの子ʹも達とのิΊの中で൶らのஐΊない成ௗのಕ۔に教師としてঙしのޭを
ともせるଚࡑでありたいとৼのఊ͖ら教師としてのໍ࢘を実״します。その実״が࣏にす΄きこと
はՁなの͖を͓ߡるݬಊ力になります。 

 皆さΞは小学校に入学するまでは、幼ࣉ期をʹこでգごしてきました͖。「幼稚園」「ฯ育ॶ」、そ
してこれ͖らの子ʹもた͖ͬらは「ఈこʹも園」とい͓͑もଁ͓てくることでしΒ͑。 
 卒園した子ʹもとՁ೧り͖でड़会͑ことがあります。すっ͖り成ௗした子ʹもたͬに「生、
ਐௗఁくなったʃ」とݶわれることがあります。「あなたが大きくなったのΓ。」といながら応͓
る時に、とても߀せなـ持ͬになります。また、͖つて幼ࣉ期をڠにգごした子ʹもがおさΞや
おさΞになって、࠸びըが子の入園の場で࠸会するなʹの時にはさらに大きなجびをͣ״ます。 
 生まれて͖ら 6 ೧ؔのؔに、子ʹもたͬはいΘいΘな人との関わりの中で、ৼਐڠに大きく成ௗ
します。ଡくの子ʹもにとって、ฯ育者はおさΞやおさΞ・ਐۛな人以で࠹ॵにંする大人
であり園はॵめてのॄの場です。入園当ॵはٿいていた子ʹもが、園ఋの小ಊやきな۫؟に
ৰれて༣び࢟め、༓だͬにも関ৼをもͬاがड़てくれͻ、ฯޤ者もฯ育者もذしいものです。3
子ʹも、ࢡで৾り向いてくるاがਐについてきて「できたʄ」とಚқそ͑なसが、生ࣉາຮࡂ
らしい״でࢽ人のΓ͑なݶཁを発したり、Ҳ人༣びや並ߨ༣びの時期をܨて、༓だͬとٖれたり
Ҳॻに״ڠしながら༣Ξでいるࢡをݡれͻさらに成ௗをͣ״ます。3 にもなると、大人ではࣉ以上ࡂ
や༣びを作り上͝、ʹΞʹΞϟージをらませてໂ中で༣Ξでい۫؟つ͖ないΓ͑な発で͓ߡ
る様子に״ৼしたり、ࠖっている༓だͬがいる時にそͻにそっと寄りశっているࢡ等ݡれͻৼた
れます。 
 そのΓ͑な子ʹもたͬの成ௗのࢡをೖ常的にݡることができ、幼ࣉのֆのຳ力とこれ͖らの時
େを生きൊいていく子ʹもたͬのՆをೖʓͣ״ることができます。ࢴたͬ大人も子ʹもたͬの
を大に、これ͖らのາཔのためにՁができる͖、ࣙがそのらにいて、Ҳ人Ҳ人の成ௗや必ࠕ
要をͣ״खりݡगったり援ঁしたり、ҲॻにิΊながら子ʹもとڠに成ௗし、子ʹもた͖ͬらϏワ
ーをもら͑ことができる、それが幼ࣉ教育現場でಉく࠹大のຳ力だとࢧいます。

Ⅱ．教職を目指すために

1 ．教職支援センターの役割

2．教職支援センターについて

3． 4年間の学びのイメージ
・ 1年次　日本語教師課程について
　　　　　リフレクションシートについて
・ 2年次　教員採用選考試験情報収集の仕方
　　　　　学生ボランティア紹介
　　　　　 3回生にむけて・教員養成講座
　　　　　　　　　　　　　東京アカデミー連携事業
　　　　　 2回生～ 3回生　教職応援セミナー
・ 3年次　自治体別教員採用選考試験説明会
　　　　　教採合格者からのメッセージ動画配信について
　　　　　東京アカデミーの講座活用
　　　　　ピアノ実技特化
　　　　　 4回生にむけて・学校推薦応募について
　　　　　　京都教育大学大学院
　　　　　　連合教職実践研究科特別推薦について
・ 4年次　教採対策個別指導
　　　　　京女教育シンポジウム
　　　　　先輩からのメッセージ
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教職支援センターは、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教員（ӭ養教།・養
に合֪できるΓ͑、また教員として必ݩࢾߡを含む）を志望する学生が教員採用મ࢞教།・ฯ育ޤ
要な力をつけて教அにཱིてるΓ͑支援するためのセンターです。 

教職支援センター支援事業として、様ʓな教員採用મݩࢾߡ対ࡨ事業（対ࡨ講࠴、個別指導なʹ）
の実ݩࢾ、ࢬ合֪者のഒとの交流会、学生ϚϧンτΡΠの়ղ、図ॽコーψー（ݩࢾ問題ॄや教
職関ࢿࡸܐなʹ）のઅ等、採用ݩࢾ合֪を達成できるΓ͑支援をߨっています。 
 教員ݩܨのある特ఈ教दがࡑし、学生の皆さΞの教育や教職に対するٛ問に͓たり、Ҳॻに
たりして、教員に必要な資質をਐにつけることができるΓ͑応援します。教育の現場は、やり͓ߡ
がいや״ಊにᷕれたોらしい職場ですが、同時に大รなこともଡい職場です。個別相・個別指
導等様ʓなखり組Ίを௪して、皆さΞがれないـ持ͬをക͓るΓ͑、教職に就いて͖らもきる、
າཔにܪがる支援をৼがけています。 

また、と͖くݿಢになりがͬなणݩหکを支͓、ڠに目ඬ達成に向けてखり組める、教職を目指
す学生が学部をӿ͓てつながり、ؔと支͓合͓るڧを͓、学生の皆さΞのࢧいが継続できる
Γ͑支援します。 

生になりたいʄとい͑ໂが実現できるΓ͑、کいқ志と೦қとを持ってਇݍにئっている皆
さΞをસ力でώックΠッϕします。੍非、教職支援センターとڠに、ي方のໂを͓אましΒ͑。  

教職支援センターでは教員採用મݩࢾߡ合֪に向けて各種講࠴やΪξンηを講しています。
講࠴、ΪξンηのҌ಼は実ࢬの༁ 1 ϴ݆に京女ϛータϩγトにておஎらせします。ݡಂすこ
とのないΓ͑各ࣙで֮、ਅࠒΊघ続きをखって下さい。（େཀྵਅࠒはめていませΞ） 
対েյ生・校種にそれͩれਅࠒ期ؔ、ਅࠒ方๑、ण講ྋの༙ໃ等にҩいがありますので、ࣖܟの಼
༲はॉに֮してください。また、ં・౾・ໝ٘द業（ฯ育）なʹの個別指導もߨっていま
す。಼༲及びਅࠒ方๑については京女ϛータϩγトにておஎらせします。 

教ແ課 教職支援センター 
場ॶʁ/ 校ࣹ 1)  7(/ʁ075-531-7275 
0$,/ʁN\RVKRNX-VRXGDQ#N\RWR-ZX�DF�MS（個別指導༩༁用） 

N\RVKRNX#N\RWR-ZX�DF�MS（事ແखѽ用） 
࣪時ؔʁ（ฑೖ）�ʁ00ʛ17ʁ00

1 ．教職支援センターの役割

2．教職支援センターについて
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教職を目指す皆さΞにとって大な 4 ೧ؔが࢟まりました。これ͖ら皆さΞがิΞでいく 1 ೧͖࣏
ら 4 ೧࣏までの学びをϟージしながら各೧࣏向けの教職支援センター支援事業を֮してくださ
い。目ඬに向͖って͖֮なҲิをಁΊड़していきましΒ͑。 

1 ೧࣏、皆さΞは教育に関するેخ的・خ本的なஎࣟをཀྵ解すること͖ら࢟めましΒ͑。ೖʓの学
Ռでの学びにਇݍにखり組Ί、ࣙのものにしていきましΒ͑。そしてなͧࣙは教職に就きたい
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教職支援センターは、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教員（ӭ養教།・養
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教ແ課 教職支援センター 
場ॶʁ/ 校ࣹ 1)  7(/ʁ075-531-7275 
0$,/ʁN\RVKRNX-VRXGDQ#N\RWR-ZX�DF�MS（個別指導༩༁用） 

N\RVKRNX#N\RWR-ZX�DF�MS（事ແखѽ用） 
࣪時ؔʁ（ฑೖ）�ʁ00ʛ17ʁ00

3 ． 4 年間の学びのイメージ

1年次 教 職 へ の 理 解 期
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ϨϓϪクションシート(347 ᶟϨϓϪクションシートࢂল)を֮し、1 ೧͖࣏ら 4 ೧࣏まで、ຘ
೧࣏のश྅時にى入しましΒ͑。教職の学びを௪してਐにつけたいことを達成できるΓ͑、ࣙら
の学びを৾りศるともに、ࠕ後の課題をら͖にし、更なる目ඬと͝ܪていきましΒ͑。 

各೧࣏श྅時に、教職課程のरಚや教職のखり組Ί、学生生を௪して、ͣ״たこと、学Ξだ
こと等ॽきཻめておきましΒ͑。その時ͣ״た״ಊやـͰきをॽきしていくことが、ࣙがิΞ
できたಕ程を৾りศる大なಕඬになります。 

1 ೧࣏を௪してͣ״たこと、学Ξだこと等、ࣙ༟にॽきましΒ͑。

ۛ೧、教員採用મݩࢾߡにおいては学力だけでなく、人ؔがՃされます。2 ೧࣏では、学಼に
ཻまらͥ、幼ࣉ・ࣉಒ・生ైをはͣめ、人と͖͖わる機会をۅ的にखり入れていきましΒ͑。ク
ϧϔಊやϚϧンτΡΠ等にࢂՅすることで、人とのコミュニケーションを௪してݩܨのを͝߁、
Ϩーξーシッϕや協、״や人ؔѬを養͑ことが大です。また教職支援センター支援事業
「教採合֪者͖らのϟッセージಊժഓ৶」「教職応援セミψー」等にもۅ的にࢂՅして、৯ʓなཱི
場の人のをซき、教職のཀྵ解をめていきましΒ͑。この時期のݩܨのΊ重が、教員採用
મݩࢾߡでも、教職に就いて͖らも、ي方のౖୈとなります。2 ೧࣏は、教職に関するあらΑる情報
をࣙらफॄし、ݩܨを重教職のౖୈを作っていく時期です。 

またࣙਐの࿑に໐っている学生の皆さΞは、教職支援センターに相してください。Ձが҈
なの͖、Ձが͖らないの͖、͖ることが解決のಕになる͖もしれませΞ。 

 教職支援センターには、合֪導くための様ʓな資ྋがあります。੍非、ߡࢂにして下さい。
（3RLQW˔1  （লࢂ

2 年次 教 職 へ の 土 台 づ く り 期 京都女子学園
マスコットキャラクター

ふじのちゃん
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※教育実स・ղޤ等体ݩʞ教育学ߊ 
👉👉

以下をߡࢂに、ࣙの希望࣑ࣙ体の情報を΄てى入しておきましΒ͑。目ඬをもってखり組め
るΓ͑、またؔࡏで߆てることのໃいΓ͑、2 ೧࣏に必ͥ情報फॄにめましΒ͑。 

①教育җ員会(都ಕැݟ・指ఈ都ࢤおΓび地ۢを含む)の +3 を֮する。 
②教採ネット(16.)等、教員採用情報がखಚできる +3 を֮する。 
ᶇࢴ学णݩの場合 各都ಕැݟのࢴ学連合(幼・小・中・高)+3 を֮する。 
ᶈ教育新ซをࢂলする。(教職支援センターにഓՏ) 
ᶉ教員採用મݩࢾߡ合֪者Πンケートをࢂলする。(教職支援センターにてԀལՆ) 
ᶊ教職に関するࢿࡸ「教職課程」「教員養成セミψー」をࢂলする。(教職支援センターにてୁड़Ն) 

 1 希望  2 希望  3 希望
体࣑ࣙ

ೖ程ݩࢾ

Ռ目ݩࢾ
༲಼ݩࢾ

ഔི

大学ਬપ
の༙ໃ

Յ఼対ে
の༙ໃ※

ྖৎ

4 ⽉〜� ⽉ 
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👉👉 ※京都女子中学校、小学校含む

学生ϚϧンτΡΠとは、小学校や中学校、高等学校、特別支援学校なʹ学校現場及び幼稚園なʹ
で、生と連携して幼ࣉ・ࣉಒ・生ైの学स支援・ฯ育支援を͑ߨϚϧンτΡΠಊです。द業中
の学स支援や๎課後のึ充学सでの支援、学校・園ߨ事での支援、クϧϔ（部）ಊの支援なʹが
あります。ϚϧンτΡΠを௪して幼ࣉ・ࣉಒ・生ైの様子やંし方、指導のあり方を学ことがで
きるので、教職支援センターではۅ的にࢂՅするΓ়͑ղしています。 
ʴқ事項ʵ

①学生ϚϧンτΡΠにࢂՅする場合は、必ͥ教職支援センターでౌをߨってください。 
②学生ϚϧンτΡΠはޮܿѽいにはなりませΞので、द業に支্のໃいҕでߨってください。 
ᶇॕഩを͑ಊは大学としてめていませΞのでқしてください。 

ʴਅࠒΊघॳʵ
①ϚϧンτΡΠ希望地域の教育җ員会や学校のホームページ、教職支援センターにある「ูॄϓ

Οϩ」、ഒ方の作成した「ಊ報ࠄॽ」なʹをݡて、णけ入れを୵す。 
②学生ϚϧンτΡΠとしてणけ入れてもら͓る͖ʹ͖͑、学校または幼稚園、教育җ員会等に֮

する。※大学が૯となってϚϧンτΡΠण入ғབをお願いする࣑ࣙ体（࣐ծݟ・ਈࢤރ等）
もあるので、詳細については教職支援センターにて֮すること。 

ᶇणけ入れてもら͓る場合、必ͥ方とͬ合わせをߨい、࣏の事項について֮する。 
 。ಊ಼༲、ಊ༷ೖや時ؔ、ಊ期ؔ・
・ϚϧンτΡΠฯݧにՅ入する必要がある͖。 
・大学の「়ղয়」が必要͖。 

ᶈ教職支援センターで「学生ϚϧンτΡΠౌ」を͑ߨ。（必ਤ）※詳細は京女ϛータϩを֮すること。

ᶉϚϧンτΡΠಊを࢟する。 
ᶊϚϧンτΡΠश྅後、教職支援センターにಊ報ࠄॽを提ड़する。（必ਤ）※詳細は京女ϛータϩを

֮すること。

ϚϧンτΡΠを௪してͣ״たこと、学Ξだこと等、ࣙ༟にॽきましΒ͑。

ϚϧンτΡΠಊの಼༲・״等は京女ϛータϩのϛートϓΧϨΨ（課ಊ）にىしましΒ͑。 
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👉👉
教員養成講࠴とは、各࣑ࣙ体の教育җ員会がޮཱི学校教員をめ͡す学生を対েに࠷している教

員養成のための講࠴です。現職教員の指導にΓる講࠴をणけ、学校現場を体ݩする機会をಚること
で、各࣑ࣙ体のめ͡す教育のཀྵ解をめることができます。 

教員養成講࠴の応ูは各ࣙでߨい、応ูॽྪやંにΓりમߡされます。 
なお、教員養成講࠴のण講はޮܿѽいにはなりませΞのでद業に支্のໃいҕでߨってください。

㻟

㻝㻜 㻢
㻴㻼

㻟

㻝㻜

㻞 㻢

㻟
㻥

㻟

㻴㻼

㻟
㻝㻜

㻢

㻴㻼

※教員養成講࠴の詳細はຘ೧ౕร更になるՆがあります。
※これらの࣑ࣙ体以にも教員養成講࠴を࠷している࣑ࣙ体はたくさΞあります。ࣙのणݩする࣑ࣙ体

の情報を֮するΓ͑にしましΒ͑。
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👉👉
3 յ生後期（10 小ช講」ࡨ対ݩࢾや小ช「特Կݩࢾىජ」ࡨ対ݩࢾىら本֪的にජ͖（ࠔ݆

ܙ用し、各に特Կした講師ਠ͖ら講ٝ࢘がηタートします。౨京ΠΩυミーのτΫηトを「࠴
ࣞで解ઈをणけることができます。ण講をݗ౾してΊましΒ͑。 

👉👉
教職を目指す 2 յ生・3 յ生の皆さΞを対েにʲ教職応援セミψーʳを講します。2 յ生 7 ݆ʛ

3 յ生 1 ݆までの期ؔにܯ 7 յ実ࢬ༩ఈです。「教育現場で学こと、学Ξだこと」「ࣙހੵ・ࣙ
ހ 35 を͓ߡる」「ي方が目指す教師」「ࢧいをఽ͓るંとは」等、͓ߡࠕる΄きτーϜにԌっ
て、特ఈ教द、教職ΩΤンセϧーがߨいます。2・3 յ生での学びを、教職を目指す力にできるΓ͑、
4 յ生までのこの時期にこそ、Ҳॻに͓ߡ、६ඍをຬસに͓ていきましΒ͑。 

2 ೧࣏を௪してͣ״たこと、学Ξだこと等、ࣙ༟にॽきましΒ͑。

３յ生は、大学生の中ではりศしの時期とい͑ことになります。し͖し、教職を目指す上で
は、まだあと２೧あるとい͑ـ持ͬでいてはいけませΞ。４յ生になれͻ、す͛に教員採用મࢾߡ
体を決ఈし、教員採用મ࣑するࣙݩまります。そのため３յ生では、１೧を͖けてण࢟のड़願がݩ
に合֪するための諸६ඍをຬસにしなけれͻなりませΞ。学部にΓってҡなりますが、教育ݩࢾߡ
実सやղޤ等体ݩ事業のࢂՅ（නのࢂ※、ল）を௪してي重な現場での体ݩܨ・ݩをΊ上͝
ていきましΒ͑。そして、皆さΞがणݩしΓ͑と͓ߡている࣑ࣙ体の教員採用મݩࢾߡઈ会（˔
１）には੍非ともࢂՅし、各࣑ࣙ体のड़題ܑ向やٽめる教師なʹの情報फॄにめましΒ͑。ま
た、णݩを͓ߡている࣑ࣙ体が࠷している教員養成講࠴（࣑ࣙ体にΓって໌সはҡなる）には、
時ؔのڒすݸりࢂՅして現職教員の指導にΓる講࠴や学校現場を体ݩする機会をಚることで、各ࣙ
 。体の目指す教育のཀྵ解をめるのもྒྷいでしΒ࣑͑

3 年次 教 職 へ の 準 備 万 全 期
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さらに、10 なʹを࠴や小ช講࠴特Կ講ݩࢾىのජ（３˔）࠷まる౨京ΠΩυミーक࢟ら͖ࠔ݆
ཤ用し、ݩࢾ問題のܑ向と対ࡨにもれておき、ࣙ৶をつけることが大です。೧がけ２݆にな
れͻ、教職支援センターの特ఈ教दの個人ંやॄં・ॄ౾の指導も࢟まります。幼稚園・
小学校・中学校でௗくݩܨされてきた現場教員としてのࢻ఼͖ら、ࣖࠨにΞだ指導、ঁݶがಚら
れます。ۅ的にཤ用しましΒ͑。 

※教育実सʞ教育学ࣉ、ߊಒ学Ռ 
ղޤ等体ݩʞ養ޤ・ෳࢳ教育学ߊ、Խֺ教育学ߊ、ช学部、Պ学部、 

現େऀ会学部、๑学部  

👉👉
ྭ೧、各࣑ࣙ体の教員採用મݩࢾߡの要項が成し、ูॄ期ؔに入る４݆ʛ݆̔に͖けて、本学

のഒが採用されている࣑ࣙ体やणݩしている࣑ࣙ体͖ら、教育җ員会の採用મݩࢾߡ୴当の方が
པられて、ંݩࢾの要項をઈしていただいたり、皆さΞ͖らの質問にお応͓いただく機会があ
ります。णݩをしΓ͑と͓ߡている࣑ࣙ体やणݩしΓ͖͑ʹ͖͑໐っている࣑ࣙ体のઈ会には
Յし、情報फॄにめましΒ͑。また、11ࢂ的にۅ ݆ʛ12 ݆に͖けては、教員採用મݩࢾߡの݃Վ
をಁま͓ての各࣑ࣙ体のઈ会も࠷されますので、ʹͬらもٵΊのݸられた時ؔではあります
が、༙ްに用しましΒ͑。 

4 ⽉ڱ・⽉

5 ⽉〜� ⽉ 

� ⽉ 

 ⽉ڵ

1� ⽉〜� ⽉ 

12 ⽉ 

� ⽉ 
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👉👉
3 յ生後期（10 小ช講」ࡨ対ݩࢾや小ช「特Կݩࢾىජ」ࡨ対ݩࢾىら本֪的にජ͖（ࠔ݆

ܙ用し、各に特Կした講師ਠ͖ら講ٝ࢘がηタートします。౨京ΠΩυミーのτΫηトを「࠴
ࣞで解ઈをणけることができます。ण講をݗ౾してΊましΒ͑。 

👉👉
教職を目指す 2 յ生・3 յ生の皆さΞを対েにʲ教職応援セミψーʳを講します。2 յ生 7 ݆ʛ

3 յ生 1 ݆までの期ؔにܯ 7 յ実ࢬ༩ఈです。「教育現場で学こと、学Ξだこと」「ࣙހੵ・ࣙ
ހ 35 を͓ߡる」「ي方が目指す教師」「ࢧいをఽ͓るંとは」等、͓ߡࠕる΄きτーϜにԌっ
て、特ఈ教द、教職ΩΤンセϧーがߨいます。2・3 յ生での学びを、教職を目指す力にできるΓ͑、
4 յ生までのこの時期にこそ、Ҳॻに͓ߡ、६ඍをຬસに͓ていきましΒ͑。 

2 ೧࣏を௪してͣ״たこと、学Ξだこと等、ࣙ༟にॽきましΒ͑。

３յ生は、大学生の中ではりศしの時期とい͑ことになります。し͖し、教職を目指す上で
は、まだあと２೧あるとい͑ـ持ͬでいてはいけませΞ。４յ生になれͻ、す͛に教員採用મࢾߡ
体を決ఈし、教員採用મ࣑するࣙݩまります。そのため３յ生では、１೧を͖けてण࢟のड़願がݩ
に合֪するための諸६ඍをຬસにしなけれͻなりませΞ。学部にΓってҡなりますが、教育ݩࢾߡ
実सやղޤ等体ݩ事業のࢂՅ（නのࢂ※、ল）を௪してي重な現場での体ݩܨ・ݩをΊ上͝
ていきましΒ͑。そして、皆さΞがणݩしΓ͑と͓ߡている࣑ࣙ体の教員採用મݩࢾߡઈ会（˔
１）には੍非ともࢂՅし、各࣑ࣙ体のड़題ܑ向やٽめる教師なʹの情報फॄにめましΒ͑。ま
た、णݩを͓ߡている࣑ࣙ体が࠷している教員養成講࠴（࣑ࣙ体にΓって໌সはҡなる）には、
時ؔのڒすݸりࢂՅして現職教員の指導にΓる講࠴や学校現場を体ݩする機会をಚることで、各ࣙ
 。体の目指す教育のཀྵ解をめるのもྒྷいでしΒ࣑͑
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👉👉
12 ݆になるとસյ生対েにഓ৶されます。とりわけ教採を目指す３յ生の皆さΞには、ࢻして

Άしい合֪者͖らのϟッセージです。教員採用મݩࢾߡに合֪された４յ生のഒ方をେනして、
後ഒの皆さΞに教採合֪までのಕのりについてΠχώηしていただいたಊժです。校種別にഓ৶
され、教員採用મݩࢾߡに本֪的にखり組Ίだしたのはいつ͖ࠔら͖。教職支援センターをʹのΓ
͑にཤ用したの͖。౨京ΠΩυミーक࠷の教員採用મݩࢾߡ対ࡨΪξンηや各種講࠴をʹのΓ͑
にཤ用したの͖。ύーχなೖʓのηケジューϩの中で、教師になるのだとい͑決қをい͖に持ͬ続
けて教員採用મݩࢾߡにྡΞだの͖。また、教員採用મݩࢾߡまでのりൔ೧ؔをՁにգごした
らΓいの͖、等ʓ。３յ生にとってとても༙қٝな಼༲になっています。いつでも؏ることがड़པ
るので、੍非用して下さい。 

👉👉
णݩ対ࡨとして ༙ްに用していけるのが౨京ΠΩυミーक࠷の「ජݩࢾى特Կ講࠴」「小ช

講࠴」です。સࠅの࣑ࣙ体の教員採用મݩࢾߡ情報をདしたජݩࢾىの講࠴や小ชの講࠴を
いています。また、「教員採用મߡໝ٘ݩࢾ（学࠷）」でࣙの力をࢾすことも重要です。ࣙ
に足りない಼༲やหک๑はՁ͖等ࣙހੵをすることもできます。 

をࣖࡨ対ݩࢾ体の詳しい情報をもとに࣑ることも必要ですが、各ࣙئでࡨ対ݩࢾ流の採用ހࣙ
、してくれるとい఼͑では、༙ްなघஊとい͓ます。京女ϛータϩにҌ಼をड़しますので੍非ࠨ
用してΊてください。 

👉👉
 幼稚園教།・小学校教།・ฯ育࢞の採用ݩࢾにあるϒΠό実ٗをۦघとしている学生のϪϗϩΠ
ッϕを図ることを目的として、Խֺ教育学4）ߊ յ生）・න現ชԿߊ（大学Ӆ生）が講師となり
ु 1 յのϪッηンをߨいます。教材・課題ۄはण講生がݡてもらいたいものを६ඍし、相しなが
らण講することができます。ϒΠόはす͛に上達するものではありませΞので、ຘೖঙしͥつい
時期͖らखり組むΓ͑にしましΒ͑。 

👉👉

学校ਬપとは、大学が教育җ員会͖らғབをणけ、༑れた学生をਬપするड़願方๑です。ຘ೧ଡ
くの࣑ࣙ体がูॄをおこなっており、教職支援センターが学಼૯となっています。 
අਬપ者となった学生は教員採用મݩࢾߡのҲ部（ජݩࢾىなʹ）が໖ঈされますが、りのݩࢾは
他のणݩ者と同様にणݩする必要があるため、අਬપ者が必ͥしも合֪者となるわけではありませΞ。

学校ਬપでड़願する場合、出願先の教育委員会の受験が最優先となり、また合格した場合は辞退
が認められません。「必ͥその࣑ࣙ体で教員になる」とい͑کいқ志をもって応ูしてください。 
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各࣑ࣙ体Γり学校ਬપにΓるูॄ連ཙがあった場合、京女ϛータϩでおஎらせします。学಼મߡ
応ูを希望する場合は、京女ϛータϩでูॄ要項υータを֮するとともに、応ูघॳの指ࣖにॊ
いघ続きをߨってください。

（घ続きの流れ） 
①京女ϛータϩにࣖܟするูॄ要項、応ูघॳをΓく֮する。 
②学಼મߡに必要なॽྪを६ඍし、期ݸまでに教職支援センターに提ड़する。 
ᶇॽྪમߡが実ࢬされ、મߡ௪գ者はӀき続きંમߡをणける。 
ᶈ学಼મߡの合൳を֮し、合֪した場合はड़願घ続きを͑ߨ

学಼મߡの݃Վは、ॶఈの発නೖ時に֮してください。合֪した場合はଐや͖に教育җ員会 
のड़願ॽྪの६ඍを͑ߨことになります。なお、අਬપ者のड़願ॽྪは、大学がखりまとめて教育
җ員会にૻします。※णݩ者本人がు子ਅ੧（:(%）する必要がある࣑ࣙ体もあります。

教育җ員会Γり学校ਬપにΓるูॄの連ཙがく時期は、࣑ࣙ体にΓってさま͡まです。学಼મ 
の応ูण期ؔが非常に短い場合もありますので、３յ生の３݆以߳はこまめに京女ϛータϩをߡ
֮するΓ͑にしてください。 

京都教育大学大学Ӆ連合教職実践研究Ռは、ײخ校である京都教育大学と連合構成大学（京都女
子大学を含む京都のཱིࢴ大学）、京都ැ・京都ࢤ教育җ員会と連携してઅされた教職大学Ӆです。

京都教育大学大学Ӆ連合教職実践研究Ռの学は、Ҳൢणݩの他、連合構成大学に対する特別
ਬપがあり、本学͖らもຘ೧਼໌が特別ਬપで学しています。 

特別ਬપについてのઈ会は、ຘ೧݆̕ࠔに実ࢬしています。応ู資֪やਬપ人਼なʹのઈを
しますので、卒業յ生の学希望者は必ͥࢂՅするΓ͑にしてください。 

ઈ会の࠷に関する情報は、京女ϛータϩでおஎらせします。 

👉👉
４յ生は࿑を決ఈする大な１೧ؔです。４յ生になって͖ら͓ߡるのではなく、３յ生の͑

ͬに１೧ؔのηケジューϩをཱི֮するとともに、１ೖ１ೖを決してໃମにգごさないΓ͑ೖʓのܯ
ժも充実させてΆしいものです。 

1� 

👉👉
12 ݆になるとસյ生対েにഓ৶されます。とりわけ教採を目指す３յ生の皆さΞには、ࢻして

Άしい合֪者͖らのϟッセージです。教員採用મݩࢾߡに合֪された４յ生のഒ方をେනして、
後ഒの皆さΞに教採合֪までのಕのりについてΠχώηしていただいたಊժです。校種別にഓ৶
され、教員採用મݩࢾߡに本֪的にखり組Ίだしたのはいつ͖ࠔら͖。教職支援センターをʹのΓ
͑にཤ用したの͖。౨京ΠΩυミーक࠷の教員採用મݩࢾߡ対ࡨΪξンηや各種講࠴をʹのΓ͑
にཤ用したの͖。ύーχなೖʓのηケジューϩの中で、教師になるのだとい͑決қをい͖に持ͬ続
けて教員採用મݩࢾߡにྡΞだの͖。また、教員採用મݩࢾߡまでのりൔ೧ؔをՁにգごした
らΓいの͖、等ʓ。３յ生にとってとても༙қٝな಼༲になっています。いつでも؏ることがड़པ
るので、੍非用して下さい。 

👉👉
णݩ対ࡨとして ༙ްに用していけるのが౨京ΠΩυミーक࠷の「ජݩࢾى特Կ講࠴」「小ช

講࠴」です。સࠅの࣑ࣙ体の教員採用મݩࢾߡ情報をདしたජݩࢾىの講࠴や小ชの講࠴を
いています。また、「教員採用મߡໝ٘ݩࢾ（学࠷）」でࣙの力をࢾすことも重要です。ࣙ
に足りない಼༲やหک๑はՁ͖等ࣙހੵをすることもできます。 

をࣖࡨ対ݩࢾ体の詳しい情報をもとに࣑ることも必要ですが、各ࣙئでࡨ対ݩࢾ流の採用ހࣙ
、してくれるとい఼͑では、༙ްなघஊとい͓ます。京女ϛータϩにҌ಼をड़しますので੍非ࠨ
用してΊてください。 

👉👉
 幼稚園教།・小学校教།・ฯ育࢞の採用ݩࢾにあるϒΠό実ٗをۦघとしている学生のϪϗϩΠ
ッϕを図ることを目的として、Խֺ教育学4）ߊ յ生）・න現ชԿߊ（大学Ӆ生）が講師となり
ु 1 յのϪッηンをߨいます。教材・課題ۄはण講生がݡてもらいたいものを६ඍし、相しなが
らण講することができます。ϒΠόはす͛に上達するものではありませΞので、ຘೖঙしͥつい
時期͖らखり組むΓ͑にしましΒ͑。 

👉👉

学校ਬપとは、大学が教育җ員会͖らғབをणけ、༑れた学生をਬપするड़願方๑です。ຘ೧ଡ
くの࣑ࣙ体がูॄをおこなっており、教職支援センターが学಼૯となっています。 
අਬપ者となった学生は教員採用મݩࢾߡのҲ部（ජݩࢾىなʹ）が໖ঈされますが、りのݩࢾは
他のणݩ者と同様にणݩする必要があるため、අਬપ者が必ͥしも合֪者となるわけではありませΞ。

学校ਬપでड़願する場合、出願先の教育委員会の受験が最優先となり、また合格した場合は辞退
が認められません。「必ͥその࣑ࣙ体で教員になる」とい͑کいқ志をもって応ูしてください。 
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3 ೧࣏を௪してͣ״たこと、学Ξだこと等、ࣙ༟にॽきましΒ͑。 

4 ೧࣏は、教員採用મݩࢾߡにむけてϧηトηϏートを͖ける時期です。ࠕまで、学生ϚϧンτΡ
Πや教育実सなʹのݩܨをΊ重てきました。そのݩܨを௪して、学校現場の教職員の大รさや
οーム学校としてҲ؛となってखり組Ξでこられている様子なʹもѴしてきました。また、幼ࣉ、
さ、学力をکの中でもたくましく生きていこ͑とする力ڧಒ、生ైとの関わりの中で、様ʓなࣉ
つけるとい͑教師の״ໍ࢘もͣ״てきたとࢧいます。ࣙがݩܨし体ݩする中でകってきたコミュ
ニケーション力やऀ会人としての資質・力なʹをϓϩに発ضして、教員採用મݩࢾߡにྡΊまし
Β͑。 

4 年次 教 職 へ の 決 断 期
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4 ⽉〜8 ⽉ 

4 ⽉・5 ⽉ 

5 ⽉ 

12 ⽉ 

※教育実सʞ教育学ࣉ、ߊಒ学Ռ、養ޤ・ෳࢳ教育学ߊ、Խֺ教育学ߊ・ช学部 
Պ学部・現େऀ会学部 

👉👉
各࣑ࣙ体では、その࣑ࣙ体の教育方ਓにあった人材をٽめています。その人材をۅݡめるために 

個人ંやॄ౾なʹの಼༲をしてߨっています。力がいくらあっても、実ࡏのݩࢾ場
でەして本པの力がड़せないΓ͑では、ࠕまでの力が報われませΞ。教師にさわしい力を
Ճしてもら͑ために力をੱしまないΓ͑にしましΒ͑。 

教職支援センターでは、各࣑ࣙ体の教員採用મݩࢾߡの಼༲や情報をもとに個ʓの学生の皆さΞに
「個人ં・ชহశࡡ・ॄં・ॄ౾・ໝ٘द業」に関わる支援をߨっています。特ఈ教दや
教職ΩΤンセϧーが実ࡏの個人ંやॄ౾なʹの場をఈしたં࿇सのおघఽいをします。

個人ંでは、入退࣪の方に࢟まり、ෲૹοΥック、ંのकな質問に対する͓方のϐント
なʹを提Ҍしながら܃りศし࿇सをߨいます。ಌʓとࣙの͓ߡをफ़΄られるΓ͑ࣙらしさのあ
るศの方なʹをΠχώηします。 

教職ΩΤンセϧーの方にはकに「ॄંやॄ౾」「ชহశࡡ」を୴当していただいています。
ॄંやॄ౾等では、学生の皆さΞが、࣑ࣙ体ごとや、࣑ࣙ体で人਼がॄまらない場合は、
他の࣑ࣙ体णݩの方とήϩーϕを組Ξで、࣑ࣙ体ごとのらいに合ったંの場をఈし学生同
でし合いや౾をします。ήϩーϕの中での対のつな͙方や౾のϛントなʹを指ఢしつ࢞
つ、܃りศし࿇सができるΓ͑に支援しています。同ͣ志をもったؔとともにήϩーϕ࿇सにே
むことで互いのηΫϩΠッϕにつながります。 

ชহశࡡは、あら͖ͣめ学生の皆さΞがىफ़した小ชやࣙހΠϒーϩชをశࡡします。その಼
༲や構成なʹについてコϟントをశ͓たశࡡชとしてศ٭します。ʹのΓ͑な಼༲で、ʹのΓ͑な
ชহ構成でॽいていく΄き͖をೣに指導しています。 

ໝ٘द業（ฯ育）では、各࣑ࣙ体の಼༲に合わせて、本時のद業おΓびฯ育の様子を֮し様ʓ
なֱౕ͖らΠχώηをߨいます。実ࡏのद業・ฯ育時ؔに合わせた構成や発問、൚ॽ、場のઅఈ、
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3 ೧࣏を௪してͣ״たこと、学Ξだこと等、ࣙ༟にॽきましΒ͑。 

4 ೧࣏は、教員採用મݩࢾߡにむけてϧηトηϏートを͖ける時期です。ࠕまで、学生ϚϧンτΡ
Πや教育実सなʹのݩܨをΊ重てきました。そのݩܨを௪して、学校現場の教職員の大รさや
οーム学校としてҲ؛となってखり組Ξでこられている様子なʹもѴしてきました。また、幼ࣉ、
さ、学力をکの中でもたくましく生きていこ͑とする力ڧಒ、生ైとの関わりの中で、様ʓなࣉ
つけるとい͑教師の״ໍ࢘もͣ״てきたとࢧいます。ࣙがݩܨし体ݩする中でകってきたコミュ
ニケーション力やऀ会人としての資質・力なʹをϓϩに発ضして、教員採用મݩࢾߡにྡΊまし
Β͑。 
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教師のϏϓΧーϜンηなʹ詳しく指導しています。ໝ٘द業（ฯ育）をすることでҲ人Ҳ人の教師
としての高い資質・力がޭるद業のあり方をҲॻに͓ߡてߨきます。 

このΓ͑に、様ʓなཱི場͖ら教員採用મݩࢾߡに向けての支援をߨっていますので、ܲـにਅし
できるΓ͑にضすることなくࣙの力が発ە当ೖݩࢾ。りศし࿇सしてください܃ΊՁౕでもࠒ
教職支援センターを用しましΒ͑。 

👉👉
京女教育シンϛジΤム」とは、教育学ߊが 20 ೧ؔ続けてきた卒業生の小学校教།と学生の交

流会です。「学校教育実践研究会」が大学ߨ事となり、ຘ೧ߨわれているߨ事です。卒業生の小学校
教།や中学校や高等学校の教Ռの教།、養ޤ教།、4 ݆͖ら小学校にۊめているऑघの生なʹ͖ら 
ஊの教育ಊでの現場報ࠄをしていただきます。 
 また、報ࠄ会のश྅後は、生方、学生、大学教員とのࠛ会なʹも͖れます。教職の事に
対するೖࠔの҈やٛ問なʹにనなΠχώηをいただけるとࢧいます。 
 教職を目指す学生の皆さΞには、現場で༄されている教員の方ʓ͖ら 現場の生のをซ͖せ
ていただくઊのοϡンηです。੍非、ࢂՅしてΊてください。 
 ※ຘ೧ 12 ݆ॵめࠔのुに࠷されます。詳細は京女ϛータϩにてबஎします。 

教師になるとい͑こと、教師のࢧい等、ॽきましΒ͑。 

👉👉
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Ⅲ．教育実習・介護等体験

1 ．教育実習について
⑴　教育実習を行うにあたって
⑵　教育実習履修の条件および中止について
⑶　実習の心得
⑷　教育実習のためのチェックリスト
⑸　実習校への連絡（電話のかけ方）について
⑹　お礼状について
⑺　実習校訪問時の服装について
⑻　Topic ～実習で知り得た情報の取り扱い～

2 ．介護等体験について
⑴　介護等体験の制度
⑵　介護等体験を行うにあたって
⑶　介護等体験のためのチェックリスト

・各項目の詳細は、オリエンテーションで説明します。
・オリエンテーションには、必ず出席してください。
　（無断欠席すると、実習に行けません。）
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教育実सは、গཔ教師となるکい೦қを持った人だけがསरできる実सՌ目です。ࡑ学中にख
ಚできる資֪はՁでもखΘ͑とい͑҈ҝな͓ߡ方の学生が教育実सを͑ߨことは、実स校(園)、そ
してՁΓりも子ʹもたͬにとってଡ大な໐となります。 

実स生は、実स校(園)の教育実सに対するいཀྵ解と協力があって実सをणけ入れていただいて
いることをॉにࣟし、h චͥࣙはگ員ͳ͢ͱگஅにཱིͯͫʱとい֮͑な目的қࣟをもっ
て、実सにྡΞでください。 

実स生は、以下の要にخͰいて、実सをߨいます。各項目の詳細については、教育実सΨϨ
Φンτーションにおいて、ઈします。

教育実स要 
事指導 大学実ࢬのΨϨΦンτーションにड़ੰ（સ３յ）。

（ηケジューϩは、京女ϛータϩのϨンクΓり「教職課程ηケジューϩ」（˔）
をࢂল） 
˔Ϩンクʁསर支援 ᴹ 2� 教職・諸資֪ ᴹ 教職支援センター（教職課程） 

ࣙがड़ੰするΨϨΦンτーションのೖ程を 4 ページにى入しましΒ͑。

実स ʬࣰस主なझྪʭ
ʀࣰྙڢसߏ�Ԅ�
ʀگүҗ員会にਅ੧͗චགྷなָߏʀ༰கԄ
ʀښߏָཱིࢤʀ༰கԄ
ʀښঃࢢָঘָߏ ʤگүָՌ گүָߊΊʥ
ʀࢨఈ༰கԄ ʤࣉಒָՌΊʥ

実स期ؔ ※1 実स校種等にΓりҡなる。 

実स時期 ※1 実स校種等にΓりҡなる。 

実सғབ 実स校(園)、学生が個別に交ম（ғབ）する。 
ୢし、Ҳ部の地域のޮཱི学校では、教育җ員会を௪して実सが決ఈする場
合がある。（学生の個別交মはՆ）

ඇ用 ʴ教職課程སरඇʵ 3��000 ԃ
（2 յ生時Γり 3 յにけて入 （13�000 ԃ�1 ೧）） 

ʴ教育実सҗඇʵ ֻۜは、実सや実स期ؔにΓってҡなる。 
          ・1 ुؔ実स  5�500 ԃ
          ・2 ुؔ実स 11�000 ԃ
          ・3 ुؔ実स 1��000 ԃ
          ・4 ुؔ実स 22�000 ԃ

1 ．教育実習について



�� ��
25 

※1 実स期ؔ・実स時期・実स学校種について

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期
中学校教།のΊ 中学校 3 ुؔ（15 ೖؔ） 

4 յ生時 高等学校教།のΊ 高等学校 2 ुؔ（10 ೖؔ）
中学校教།ʶ高等学校教། 中学校 3 ुؔ（15 ೖؔ） 

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期
小学校教།のΊ
幼稚園教།のΊ
小学校教།ʶ幼稚園教།

京都女子大学小学校 2 ुؔ（10 ೖ以上） 2 յ生時
小学校 

または 幼稚園 3 ुؔ（15 ೖؔ） 3 յ生時 

特別支援学校教། 特別支援学校 2 ुؔ（10 ೖؔ） 4 յ生時 

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期
養ޤ教། 小学校（ݬଉ） 4 ुؔ（20 ೖؔ） ４յ生時 

ː養ޤ教育実सとは別に、本学が指ఈしたබӅで、1 ुؔの「ྡޤজ実स」をߨいます。（3 յ生時）

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期

幼稚園教། 指ఈ幼稚園 2 ुؔ（10 ೖؔ） 3 յ生時
幼稚園 2 ुؔ（10 ೖؔ） 4 յ生時

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期
ӭ養教། 小学校（中学校でもՆ） 1 ुؔ（5 ೖؔ） ４յ生時 

ː 教育実स期ؔ（実सೖ਼）について

ʞ 「期ؔ（実सೖ਼）」ཟには、教育実सに࠹ఁݸ必要な実सೖ਼をࡎىしています。 

˗実सを͑ߨೖ਼が必要ೖ਼をຮたすΓ͑、各ࣙで実सにお願いしてください。 

˗実स期ؔ中に、ٵೖやॗೖがある場合には特にқして、必要ೖ਼を֮ฯしてください。 

˗体育ࡉやชԿࡉ等のߨ事ೖも学校教育のҲであるため、実सが実सをめれͻ実सೖに含めることができます。

教育実सの಼ଡ଼をಚるための交মは、実स生の指導がその学校(園)にとって大きなෝ୴である
ことをわきま͓、ज़ྂの͓͑৽重にߨってください。実सणけ入れの学校(園)にとって、学څӣӨ
及び学校ܨӨに及·すӪڻは、は͖りஎれないものがあります。 
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※1 実स期ؔ・実स時期・実स学校種について

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期
中学校教།のΊ 中学校 3 ुؔ（15 ೖؔ） 
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小学校教།ʶ幼稚園教།

京都女子大学小学校 2 ुؔ（10 ೖ以上） 2 յ生時
小学校 

または 幼稚園 3 ुؔ（15 ೖؔ） 3 յ生時 

特別支援学校教། 特別支援学校 2 ुؔ（10 ೖؔ） 4 յ生時 

खಚ希望໖ڒ種 実स学校種 期ؔ（実सೖ਼）ː 実स時期
養ޤ教། 小学校（ݬଉ） 4 ुؔ（20 ೖؔ） ４յ生時 

ː養ޤ教育実सとは別に、本学が指ఈしたබӅで、1 ुؔの「ྡޤজ実स」をߨいます。（3 յ生時）
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ӭ養教། 小学校（中学校でもՆ） 1 ुؔ（5 ೖؔ） ４յ生時 

ː 教育実स期ؔ（実सೖ਼）について

ʞ 「期ؔ（実सೖ਼）」ཟには、教育実सに࠹ఁݸ必要な実सೖ਼をࡎىしています。 

˗実सを͑ߨೖ਼が必要ೖ਼をຮたすΓ͑、各ࣙで実सにお願いしてください。 

˗実स期ؔ中に、ٵೖやॗೖがある場合には特にқして、必要ೖ਼を֮ฯしてください。 

˗体育ࡉやชԿࡉ等のߨ事ೖも学校教育のҲであるため、実सが実सをめれͻ実सೖに含めることができます。

教育実सの಼ଡ଼をಚるための交মは、実स生の指導がその学校(園)にとって大きなෝ୴である
ことをわきま͓、ज़ྂの͓͑৽重にߨってください。実सणけ入れの学校(園)にとって、学څӣӨ
及び学校ܨӨに及·すӪڻは、は͖りஎれないものがあります。 
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「教育実सのお願いをする」とい͑ことは、ཎ೧に必ͥ実सを͑ߨとい͑ことです。಼ଡ଼Νಚ
いқ志のある学生だけが、教職課کはࣰसΝࣛୂͤΖ͞ͳはͲ͘ΉͦΞ。গཔ、教師になるޛͪ
程のསरを決ఈし、घ続きをめてください。実सࣛ退は、実स校(園)に大きな໐を͖けるͻ͖
りでなく、本学の৶用がଝなわれ、後ഒの教育実सをஇわられる事ସにもつながります。くれ͛
れも҈ҝなـ持ͬで಼ଡ଼をಚることのないΓ͑にしてください。 

Ҳ個人としてではなく、京都女子大学の学生として教育実सのお願いをすることになるので、
交মのࡏは͖ڑݢつೣなସౕをৼがけてください。 

教育実सの಼ଡ଼ғབ方๑等の詳細については、教育実सΨϨΦンτーションでઈします。（実
स校（園）の連ཙ（ుの͖け方）については、2� ページࢂল。） 

教育実सはগཔ教師となるکいқ志を持ってྡむ΄きものであり、҈ҝにғབしたりࣛ退した
りするものではありませΞ。実सࣛ退は、実स校(園)にଡ大な໐を͖けるͻ͖りでなく、本学
の৶用がଝなわれ、後ഒの教育実सをஇわられる事ସにもつながります。গཔ、教師になるکい
қ志のある学生だけが、教職課程のསरを決ఈし、घ続きをめてください。 

やむをಚないཀྵ༟でࣛ退する場合は、必ͥ教ແ課に相した͓͑で、h үࣰसࣛୂʱを提ड़گ
してください。ただし、گүࣰसघକ͗͘ΞͲ͏Ζɼگүҗ員会ʀࣰसߏӪ͗ڻඉ
に͘͏ͪめɼ҈ҝなཀྵ༟にΓΕࣛୂͤΖ͞ͳはͲ͘ΉͦΞ。 

なお、4 յ生で͑ߨ教育実सをࣛ退した場合、h  。৮ࣰભԍसʱはསरできませΞگ

ᴹ
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短期ؔではあるものの、実स生も教職員の１人として教育にॊ事するとい͑ことをॉにཀྵ解し、
ෲૹ、ସౕ、ݶಊにഓྂする必要があります。教育実स中は実सに೨するとともに、京都女子大
学のେනであることもしっ͖りとࣟしてください。ࠕ後、後ഒの実सをӀき続きणけ入れてもら
͓る͖ʹ͖͑は、あなたの実सに͖͖っています。 

教育実सは校ௗ生、指導教།の生をはͣめとしてଡくの方ʓのঁ力にΓって成りཱིっている
ことをれないでください。学校ଈは非常にଡな中、ي重な時ؔをׄいて、実स生としてのあな
たをणけ入れてくださっているのです͖ら、つに״ःのـ持ͬをもって༙қٝな実सをめられ
るΓ͑ৼֽける必要があります。 

教員になるためにʹ͑しても必要な実सとい͑ことでӀきणけていただいているのです͖ら、た
だ໖ڒয়をखಚするためだけで教員になるつもりのない実स生はいないはͥです。いいՅݰなସౕ
は৽Ί、教員になるとい͑کいқ志と高いқࣟをもって実सにྡまなけれͻなりませΞ。 

ːָٶ;ࣰसوଉΏࣖࢨΝगΔな͖ͮͪɼࣰसはࢯͳなΖ͞ͳ͍͗ΕΉͤɽ

ːٺە事ସ͗ਫ਼ͪ͢はɼࣰ सߏௗਫ਼ɼָࢨگ員Ήͪはگແ՟に࿊ཙΝ͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ

ːύϧηϟϱφΝणͪ͜はɼΉָͥࢨگ員Ήͪはگແ՟に࿊ཙΝ͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ
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※ るくύΫύΫとʄ 要఼をまとめて͖ら、ుを͖けましΒ͑。
※ ࣙの༩ఈは事に֮しておくこと。

①大学໌、໌ࢱを؈、͝ࠄୱな用件をఽ͓る。
ྭ）「わたくし、京都女子大学 ˕˕学部 ˕˕学Ռの˕˕˕˕とਅします。པ೧ౕの教育実सのғབでご連ཙさせていただ

きました。教ಆ生͖実स୴当の生はいらっしΎいます͖ʃ」 

②୴当の生にखり࣏いでもらったら、໌ౕ࠸り、用件をす。
ྭ）「わたくし、京都女子大学 ˕˕学部 ˕˕学Ռの˕˕˕˕とਅします。པ೧ౕの教育実सのण入のғབをさせていただ

きたくおుさせていただいております。つきましては、問してંごғབできれͻとࢧっておりますので、ご都
合のྒྷいೖ程と時ؔをおஎらせいただけないでしΒ͖͑ʃ」 

ᶇशわりのѭࡲ
ྭ）「おしいとこΘ、ʹ͑もありがと͑ご͡いました。ࣨླいたします。」 

ᶈ相घがって͖ら、ుをる。
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おླয়はࣙの״ःのـ持ͬをනすものです。
୯にૻれͻいいの͖、಼༲については、各ࣙで͓ߡてください。

˗ 実सश྅後、1 ϴ݆以಼にड़しましΒ͑。 
˗ 校ௗ生、実स୴当の生には必ͥૻりましΒ͑。 
˗ ࣙのことͻで、実सをߨっての״・学Ξだことなʹを含め、״ःをफ़΄ましΒ͑。 

おླয় γンϕϩ
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ヘアスタイル
茶髪は厳禁。早いうちに自
然な色に戻しておきましょ
う。長い髪は束ねましょう。

メイク
清潔で健康的なナチュラル
メイクが基本。長い爪や派
手なマニキュアはダメ。

ストッキング・パンプス
ストッキングは肌の色に
合った透明感のあるもの。
ヒールは低めに。

スーツ・ブラウス
スーツは自分の体に合った
ものを選び、スカートは膝
が隠れるくらいの丈。パン
ツスーツも可。ブラウスは
白が基本。下着がブラウス
から透けないように注意！
汚れやシワに注意。

アクセサリー（ピアス・ネッ
クレス）などははずしておき
ましょう。

携帯電話は電源を切るか
マナーモードにしておきま
しょう。
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【Topic ～実習で知り得た情報の取り扱い～】 

ۛ೧、ϔϫή、7ZLWWHU、,QVWDJUDP、)DFHERRN、/,1(等の616の及にΓり、教育実सにおける個人情報の

流ड़が問題になっています。実सにおいてஎりಚた情報については、実सや生ై（ࣉಒ）のϕϧώシーを৷

֒することになり͖ないため、そのखѽいには細ৼのқが必要です。実स生にはɾ実स期ؔ中だけでなく実

स後も個人情報のगඁٝແが生ͣます。 

１） 実सにおいてஎりಚた情報やժ等は、ઊ対に̪̥̪（ϔϫή、7ZLWWHU、,QVWDJUDP 、)DFHERRN、/,1(等）に

౦ߚしないこと。ถͣられたήϩーϕ಼であっても、流ड़のݧثがあるため、ઊ対に౦ߚしないこと。 

２） 実स上எりಚた個人情報は、ઊ対にさないこと。 

３） 実सの生ై（ࣉಒ）に関するى・ϟϠはจࣨしないΓ͑にనに؇ཀྵ・ॴすること。 

４） 実स校（園）でԽ・ժ等が必要な場合は、あら͖ͣめ教員・指導者のڒՆをಚること。 

トϧϔϩ事ྭ 

１） 実सの生ైとҲॻにࡳったࣺਇを/,1(に౦ߚした݃Վ、୯͖がコϒーしてޮし、ժυータが流

ड़した。 

２） ుऄの中で༓人と実सの生ైのをしていたとこΘ、たまたまそのుऄにっていた生ైのஎり合

いの人にซ͖れた。 

３） 実सの様子をঋघにϑυΨにफしたため、生ైのฯޤ者͖らۦ情があった。 
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ʰঘָٶߏ;ָߏگ།௪໖ڒয়द༫にܐΖگү৮員໖ڒ๑ಝྭにؖͤΖ๑ཱʱにخ
Ͱき、ঘָگߏ།及びָگߏ།の໖ڒয়खಚを希望する者の資質向上のためにઅけられた制ౕで
す。（小学校教།及び中学校教།以の໖ڒয়खಚについては要です。） 

以下の要にخͰいて、３յ生時（教育学ߊは２յ生時）に特別支援学校とऀ会ෳࢬࢳઅで体
 。ΨϨΦンτーションにおいて、ઈしますݩ等体ޤいます。各項目の詳細については、ղߨをݩ

ղޤ等体ݩ要 
事指導 大学実ࢬのΨϨΦンτーションにड़ੰ（સ 3 յ）。

（ηケジューϩは、京女ϛータϩのϨンクΓり「教職課程ηケジューϩ」（˔）
をࢂল） 
˔ Ϩンクʁསर支援 ᴹ 2� 教職・諸資֪ ᴹ 教職支援センター（教職課程）

ࣙがड़ੰするΨϨΦンτーションのೖ程を 4 ページにى入しましΒ͑。

体ݩ ʴ特別支援学校ʵ ැښ Ήͪは ࣐ծݟɼྒྷݟ

ʴऀ会ෳࢬࢳઅʵ ݟಕැؾ、ଉݬ

体ݩೖ਼ ʴ特別支援学校ʵ ２ೖؔ ʴऀ会ෳࢬࢳઅʵ 5 ೖؔ   合ܯ 7 ೖؔ  

体ݩ時期 ʴ特別支援学校ʵ ௪द業ೖ ˠ�

ʴऀ会ෳࢬࢳઅʵ Ίٵଉ、ָՈݬ

ਅ੧घ続き 大学がҲׇしてਅ੧を͑ߨ。（学生の個別交মはՆ）
ʴ特別支援学校ʵ 教育җ員会 ʴऀ会ෳࢬࢳઅʵ ऀ会ෳࢳ協٠会

体ݩඇ用 ※3 ऀ会ෳࢬࢳઅ体ݩඇ ※2  
ྋߨਏஇॽ発߃݊ 600 ԃ(ˑ300 ԃʹ２௪)

※1 ただし、体ݩにΓっては、ՈٵΊ中のౌ校ೖに体ݩを͑ߨ場合がある。 

※2 体ݩ都ಕැݟにΓって、体ݩඇのֻۜはҡなる。（7�500 ԃʛ11�250 ԃ） 

※3 特別支援学校の体ݩඇはໃྋ。（ୢし、体ৄݩॽ発ߨにܐるघ਼ྋ等は、ࣙހෝ୴） 

その他、ฯۗࠬݗྋや交௪ඇ・ৱඇ等についてもࣙހෝ୴となる。 
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【Topic ～実習で知り得た情報の取り扱い～】 

ۛ೧、ϔϫή、7ZLWWHU、,QVWDJUDP、)DFHERRN、/,1(等の616の及にΓり、教育実सにおける個人情報の

流ड़が問題になっています。実सにおいてஎりಚた情報については、実सや生ై（ࣉಒ）のϕϧώシーを৷

֒することになり͖ないため、そのखѽいには細ৼのқが必要です。実स生にはɾ実स期ؔ中だけでなく実

स後も個人情報のगඁٝແが生ͣます。 

１） 実सにおいてஎりಚた情報やժ等は、ઊ対に̪̥̪（ϔϫή、7ZLWWHU、,QVWDJUDP 、)DFHERRN、/,1(等）に

౦ߚしないこと。ถͣられたήϩーϕ಼であっても、流ड़のݧثがあるため、ઊ対に౦ߚしないこと。 

２） 実स上எりಚた個人情報は、ઊ対にさないこと。 

３） 実सの生ై（ࣉಒ）に関するى・ϟϠはจࣨしないΓ͑にనに؇ཀྵ・ॴすること。 

４） 実स校（園）でԽ・ժ等が必要な場合は、あら͖ͣめ教員・指導者のڒՆをಚること。 

トϧϔϩ事ྭ 

１） 実सの生ైとҲॻにࡳったࣺਇを/,1(に౦ߚした݃Վ、୯͖がコϒーしてޮし、ժυータが流

ड़した。 

２） ుऄの中で༓人と実सの生ైのをしていたとこΘ、たまたまそのుऄにっていた生ైのஎり合

いの人にซ͖れた。 

３） 実सの様子をঋघにϑυΨにफしたため、生ైのฯޤ者͖らۦ情があった。 

2 ．介護等体験について
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１ɿ体ݩの६ඍ
˚ ΨϨΦンτーション（事指導）のड़ੰ

    ˚ ղޤ等体ݩのਅしࠒΊघ続き（大学ਅࠒॽྪを提ड़）
    ˚ 大学のఈ期݊߃ਏஇをणਏ
    ˚ はし͖ࠬධを提ड़
    ˚ 体ݩ期ؔ中の௪学ఈ期のਅ੧ 学生支援課
    ˚ 事ѭࡲ（必要な体ݩのΊ）

   ˚ 事指導の༙ໃ（ೖ時）を֮
   ˚ ฯۗࠬݗ（ݗส）の݃ࠬݗՎを提ड़（必要な体ݩのΊ）

    ˚ 事指導のޮܿघ続き
    ˚ 体ݩまでの交௪機関とॶ要時ؔの֮
 ２ɿ体ݩ期ؔ中
    ˚ ஙࠃ、退、ܿੰのےݭ

˚ ۅ的なѭࡲのྯߨ
˚ 持ͬ・ਐだしなΊ等の֮（ਐだしなΊについては、 ページࢂল）

ཀྵ؇߃݊ ˚    
    ˚ 体ݩでのوଉや指ࣖをगる
    ˚ गඁٝແのॱग（体ݩश྅後も）
    ˚ 「ղޤ等体ৄݩॽ」のৄһを体ݩにғབ
 ３ɿ体ݩश྅後
    ˚ おླয়（おླয়のॽき方については、 ページࢂল）
    ˚ 体ݩ期ؔ中のޮܿघ続き
    ˚ ղޤ等体ݩೖࢿ（「ղޤ等体ৄݩॽ」含む）の提ड़
     （ೖࢿのى入や提ड़方๑は、ΨϨΦンτーションでઈ）



�� ��
32 

１ɿ体ݩの६ඍ
˚ ΨϨΦンτーション（事指導）のड़ੰ

    ˚ ղޤ等体ݩのਅしࠒΊघ続き（大学ਅࠒॽྪを提ड़）
    ˚ 大学のఈ期݊߃ਏஇをणਏ
    ˚ はし͖ࠬධを提ड़
    ˚ 体ݩ期ؔ中の௪学ఈ期のਅ੧ 学生支援課
    ˚ 事ѭࡲ（必要な体ݩのΊ）

   ˚ 事指導の༙ໃ（ೖ時）を֮
   ˚ ฯۗࠬݗ（ݗส）の݃ࠬݗՎを提ड़（必要な体ݩのΊ）

    ˚ 事指導のޮܿघ続き
    ˚ 体ݩまでの交௪機関とॶ要時ؔの֮
 ２ɿ体ݩ期ؔ中
    ˚ ஙࠃ、退、ܿੰのےݭ

˚ ۅ的なѭࡲのྯߨ
˚ 持ͬ・ਐだしなΊ等の֮（ਐだしなΊについては、 ページࢂল）

ཀྵ؇߃݊ ˚    
    ˚ 体ݩでのوଉや指ࣖをगる
    ˚ गඁٝແのॱग（体ݩश྅後も）
    ˚ 「ղޤ等体ৄݩॽ」のৄһを体ݩにғབ
 ３ɿ体ݩश྅後
    ˚ おླয়（おླয়のॽき方については、 ページࢂল）
    ˚ 体ݩ期ؔ中のޮܿघ続き
    ˚ ղޤ等体ݩೖࢿ（「ղޤ等体ৄݩॽ」含む）の提ड़
     （ೖࢿのى入や提ड़方๑は、ΨϨΦンτーションでઈ）

Ⅳ．教育職員免許状申請

1 ．教育職員免許状申請について

2．学校図書館司書教諭について

3．科目等履修について
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໖ڒয়は、教育職員໖ڒ๑にఈめられた要件をຮたし、ॶ要資֪を༙する者が各都ಕැݟの教育
җ員会にਅ੧することにΓりद与されます。ਅ੧の方๑にはҲׇਅ੧と個人ਅ੧とがあります。 

本学 3 ݆卒業ࠒݡΊ者で、本学のوఈにخͰいて໖ڒয়खಚに必要なୱҒをຮたした者につい
ては、大学が京都ැ教育җ員会にҲׇしてਅ੧घ続きをߨいます。 

Ҳׇਅ੧のために、卒業೧࣏の 11 ݆上२にʰگү৮員໖ڒয়ਅ੧घକઈ会ʱをߨいます。ೖ
程は京女ϛータϩで֮してください。ޮܿとめられる事༟以でܿੰした場合、Ҳׇਅ੧は
できませΞ。個人ਅ੧となりますので、қしてください。 

Ҳׇਅ੧のηケジューϩ及び಼༲は、下නのとおりです。ร更のՆもありますので、実ࡏ
のηケジューϩは、必ͥਅ੧घ続ઈ会や京女ϛータϩで֮してください。 

         （2022 ೧ౕの場合） 

ࣙがड़ੰするઈ会のೖ程を 4 ページにى入しましΒ͑。

Ҳׇਅ੧の場合の
  ᾞ)द与ݘ者ʁ京都ැ教育җ員会
  ᾟ)द与೧݆ೖʁ卒業ࣞのೖ
 大学はਅ੧のघ続きはߨいますが、໖ڒয়は京都ැ教育җ員会が発ߨद与します。（卒業後に、
จࣨにΓる࠸発ߨやॽき͓等が生ͣた場合は、京都ැ教育җ員会に問い合わせてください。） 

学೧ݩࢾश྅後に、໖ڒয়खಚに必要なୱҒのरಚয়ڱの࠹श֮を大学がߨいます。ୱҒ
が足している場合及び卒業ఈが「ฯཻ」になった場合（学೧ݩࢾの௧・ݩࢾ࠸対ে等）は、

1 ．教育職員免許状申請について
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ਅ੧をखり下͝ます。（Ҳׇਅ੧͖らはखり下͝ますが、໖ڒয়खಚに必要なୱҒをຮたす場合は、
個人ਅ੧（後फ़（２））がՆです。） 

ӭ養教།໖ڒয়のਅ੧はӭ養࢞の໖ڒয়をਅ੧する都ಕැݟで͑ߨため、京都ැ以でのਅ੧
についてはҲׇਅ੧できませΞ。詳細おΓびηケジューϩ等については、h য়ਅ੧घڒү৮員໖گ
କઈ会ʱにてઈします。ӭ養教།໖ڒয়のखಚ希望者もઈ会には必ͥड़ੰしてください。 

໖ڒয়には、本地がࡎىされます。本地（都ಕැ໌ݟのΊ）ࠬを � յگүࣰसΨϨΦ
ϱτʖεϥϱ�事ࢨ�（卒業೧࣏の 4 ݆上२）でߨいますので、事に֮しておいてください。 

 Ҳׇਅ੧できな͖った場合でも、教育職員໖ڒয়खಚに必要なୱҒをຮたした後、個人ਅ੧を
することができます。Ռ目等སर生も個人ਅ੧となります。 

  個人ਅ੧は、ेڋ地（ेౌ地）の都ಕැݟ教育җ員会にਅ੧をߨってください。各都ಕැ
 。教育җ員会にΓりघ続き方๑おΓび提ड़ॽྪがҡなるため、各ࣙで問い合わせてくださいݟ

①教育職員໖ڒয়द与ਅ੧ॽ(教育җ員会ॶఈ用ࢶ) 
②学力に関するৄॽ 
ᶇղޤ等体ৄݩॽ（小学校は中学校の教育職員໖ڒয়खಚ希望者のΊ） 
ᶈその他（各都ಕැݟ教育җ員会が指ఈするॽྪ） 

個人ਅ੧の場合のद与ݘ者は、各ࣙでਅ੧した都ಕැݟの教育җ員会となります。 

4 7 1 4 7 1
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໖ڒয়は、教育職員໖ڒ๑にఈめられた要件をຮたし、ॶ要資֪を༙する者が各都ಕැݟの教育
җ員会にਅ੧することにΓりद与されます。ਅ੧の方๑にはҲׇਅ੧と個人ਅ੧とがあります。 

本学 3 ݆卒業ࠒݡΊ者で、本学のوఈにخͰいて໖ڒয়खಚに必要なୱҒをຮたした者につい
ては、大学が京都ැ教育җ員会にҲׇしてਅ੧घ続きをߨいます。 

Ҳׇਅ੧のために、卒業೧࣏の 11 ݆上२にʰگү৮員໖ڒয়ਅ੧घକઈ会ʱをߨいます。ೖ
程は京女ϛータϩで֮してください。ޮܿとめられる事༟以でܿੰした場合、Ҳׇਅ੧は
できませΞ。個人ਅ੧となりますので、қしてください。 

Ҳׇਅ੧のηケジューϩ及び಼༲は、下නのとおりです。ร更のՆもありますので、実ࡏ
のηケジューϩは、必ͥਅ੧घ続ઈ会や京女ϛータϩで֮してください。 

         （2022 ೧ౕの場合） 

ࣙがड़ੰするઈ会のೖ程を 4 ページにى入しましΒ͑。

Ҳׇਅ੧の場合の
  ᾞ)द与ݘ者ʁ京都ැ教育җ員会
  ᾟ)द与೧݆ೖʁ卒業ࣞのೖ
 大学はਅ੧のघ続きはߨいますが、໖ڒয়は京都ැ教育җ員会が発ߨद与します。（卒業後に、
จࣨにΓる࠸発ߨやॽき͓等が生ͣた場合は、京都ැ教育җ員会に問い合わせてください。） 

学೧ݩࢾश྅後に、໖ڒয়खಚに必要なୱҒのरಚয়ڱの࠹श֮を大学がߨいます。ୱҒ
が足している場合及び卒業ఈが「ฯཻ」になった場合（学೧ݩࢾの௧・ݩࢾ࠸対ে等）は、
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「学校図ॽؙ࢚ॽ教།」とは、学校図ॽؙ（小学校・中学校・高等学校）において、図ॽ、ְࢻ
ְ教育の資ྋその他学校教育に必要な資ྋをफॄ・ཀྵ・ฯଚし、これをࣉಒは生ై及び教員
のཤ用に供する等の的職ແにॊ事する教།です。 

この資֪をखಚするためには、گү৮員໖ڒয়ʤঘָگߏ།ʀָگߏ།ʀ߶ָگߏ།͏ͥ
Η͖ɽ༰கԄگ།ɼಝพࢩԋָگߏ།ɼӭگ།͕Γ;گޤ།はଲেʥखಚΝͳ͢ͱ、
本学「学校図ॽؙ࢚ॽ教།講सو程」にخͰくॶఈのՌ目をསरし、ୱҒをरಚしなけれͻなりま
せΞ。̡ ୱҒरಚ要 2022ʳのʰᶙښ�ঃࢢָསरགྷߴʱ 24 হ(122 ページ)をࢂলの͓͑、「学
校図ॽؙ࢚ॽ教།に関するསरՌ目න」(112 ページ)にఈめるՌ目をསरしてください。 

ことにΓり、ช部Ռ学Γり「र྅͑ߨの①と②のড়件をྈ方ともຮたし、ॶఈのघ続きを࣏
ৄॽ」がद与されます。この「र྅ৄॽ」が資֪のৄとなります。 

① 教育職員໖ڒয়（小学校教།・中学校教།・高等学校教།のいͥれ͖）をखಚしていること。
幼稚園教།、特別支援学校教།、ӭ養教།おΓび養ޤ教།は対েです。 

② 学校図ॽؙ࢚ॽ教།講सをण講すること。 
※ただし、本学でॶఈのୱҒをरಚすることにΓり講सが໖ঈされ、ॽྪの提ड़のΊで講सにࢂՅする

ことになります。 

 Յするࢂয়खಚ後となり、卒業後にॽྪڒՅのघ続きは、教員໖ࢂॽ教།講सのॽྪ࢚
ことになります。そのため、卒業と同時には資֪をखಚできませΞ。 

「र྅ৄॽ」のणまでに、卒業͖ら༁ 㻝 ೧͖͖ります。

 ① 1 Ռ目につき 1�000 ԃのण講ྋが必要です。 
② 入時期については、「京女ϛータϩ」にておஎらせします。 

学校図ॽؙ࢚ॽ教།資֪ਅ੧のηケジューϩ及び಼༲は、下නのとおりです。ร更のՆも
ありますので、必ͥ京女ϛータϩで֮してください。 

2 ．学校図書館司書教諭について
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˔ਅ੧者（学生）が͑ߨघ続き （2022 ೧ౕの場合）

˔大学が͑ߨघ続き

 Ռ目等སर生制ౕとは、大学卒業後、希望する大学で特ఈのद業Ռ目をསरすることができる制
ౕです。 

卒業に必要なՌ目のୱҒをす΄てरಚした場合、教員໖ڒয়なʹの資֪に必要なՌ目のҲ部がາ
रಚであっても卒業することになります。（資֪をखಚせͥに卒業します。）このΓ͑なয়ڱになっ
た場合、この制ౕをཤ用して、ऀ会人としてಉきながら、あるいは教員採用મݩࢾߡのหکをしな

36 

「学校図ॽؙ࢚ॽ教།」とは、学校図ॽؙ（小学校・中学校・高等学校）において、図ॽ、ְࢻ
ְ教育の資ྋその他学校教育に必要な資ྋをफॄ・ཀྵ・ฯଚし、これをࣉಒは生ై及び教員
のཤ用に供する等の的職ແにॊ事する教།です。 

この資֪をखಚするためには、گү৮員໖ڒয়ʤঘָگߏ།ʀָگߏ།ʀ߶ָگߏ།͏ͥ
Η͖ɽ༰கԄگ།ɼಝพࢩԋָگߏ།ɼӭگ།͕Γ;گޤ།はଲেʥखಚΝͳ͢ͱ、
本学「学校図ॽؙ࢚ॽ教།講सو程」にخͰくॶఈのՌ目をསरし、ୱҒをरಚしなけれͻなりま
せΞ。̡ ୱҒरಚ要 2022ʳのʰᶙښ�ঃࢢָསरགྷߴʱ 24 হ(122 ページ)をࢂলの͓͑、「学
校図ॽؙ࢚ॽ教།に関するསरՌ目න」(112 ページ)にఈめるՌ目をསरしてください。 

ことにΓり、ช部Ռ学Γり「र྅͑ߨの①と②のড়件をྈ方ともຮたし、ॶఈのघ続きを࣏
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① 教育職員໖ڒয়（小学校教།・中学校教།・高等学校教།のいͥれ͖）をखಚしていること。
幼稚園教།、特別支援学校教།、ӭ養教།おΓび養ޤ教།は対েです。 

② 学校図ॽؙ࢚ॽ教།講सをण講すること。 
※ただし、本学でॶఈのୱҒをरಚすることにΓり講सが໖ঈされ、ॽྪの提ड़のΊで講सにࢂՅする

ことになります。 

 Յするࢂয়खಚ後となり、卒業後にॽྪڒՅのघ続きは、教員໖ࢂॽ教།講सのॽྪ࢚
ことになります。そのため、卒業と同時には資֪をखಚできませΞ。 

「र྅ৄॽ」のणまでに、卒業͖ら༁ 㻝 ೧͖͖ります。

 ① 1 Ռ目につき 1�000 ԃのण講ྋが必要です。 
② 入時期については、「京女ϛータϩ」にておஎらせします。 

学校図ॽؙ࢚ॽ教།資֪ਅ੧のηケジューϩ及び಼༲は、下නのとおりです。ร更のՆも
ありますので、必ͥ京女ϛータϩで֮してください。 

3 ．科目等履修について
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がら、໖ڒয়खಚに必要なՌ目のΊをསरし、合֪すれͻ、そのՌ目のୱҒをरಚすることができ
ます。教育職員໖ڒয়については、໖ڒয়खಚに必要なୱҒをす΄てरಚした後、ेڋ地（ेౌ
地）の都ಕැݟ教育җ員会にݺਕਅ੧(35 ページࢂল)をすれͻ、໖ڒয়がद与されます。 

 本学の卒業生で、ࡑ学時に教職関連Ռ目をསरしていた方は、本学が講するす΄ての教職関連
Ռ目（「教育実स」も含Ίます）について、Ռ目等སरがՆです。 

ただし、「教育実स」や「教職実践演स」等、रড়݇のあるՌ目については、そのড়件をຮたし
ている卒業生のΊ、当該Ռ目のՌ目等སरがՆとなります。 

रড়件をຮたしていない場合は、Ռ目等སरでरড়件となるՌ目をསरし、当該Ռ目のୱҒ
がఈされたཎ೧に、रড়件をຮたしていないためにསरできな͖ったՌ目のསरがՆとなり
ます。この場合、໖ڒয়खಚまでに、࠹短でも２೧͖͖ります。 

ड़願期ؔは、ຘ೧３݆中२です。 
教職関連Ռ目のསरについては、事に教ແ課でསरՌ֮をणける必要があります。事

֮期ؔ中に、必ͥਅしड़てください。 
本学卒業生の場合、ਅۜࠒは 15�000 ԃ、ण講ྋは 1 ୱҒにつき 20�000 ԃです（2022 ೧ౕのֻۜ）。 

①「教育実स」は、रড়݇をຮたした本学卒業生のΊསरできます。 
②実स͖らあら͖ͣめ಼ଡ଼をಚておく必要があるため、なる΄くい時期に、教ແ課まで相

にཔてください。 
ᶇՌ目等སरで「教育実स」をསरする場合も、೧ౕ͖Δࣰ͠ࢬΗΖگүࣰसΨϨΦϱτʖε

ϥϱ�事ࢨ�にड़ੰしなけれͻなりませΞ。 
ᶈ「教育実स」は実स時期に͖͖わらͥ௪೧Ռ目です。（ൔ期ౌはできませΞ。） 
ᶉՌ目等སरにΓり「教育実स」をསरする場合、同ͣ೧ౕにh ৮ࣰભԍसگ （ɦ４յ生後期Ռ目）

のསरも必要になります。ॊって、「教育実स」のΊをՌ目等སरでསरすることはできませΞ。 
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Ⅴ．よくある質問

・履修に関する質問

・教育実習前に関する質問

・教育実習期間中に関する質問

・教育実習後に関する質問

・介護等体験に関する質問

・教育職員免許状に関する質問

・その他に関する質問

・教職支援センターに関する質問
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教員໖ڒয়खಚのための教職課程སरにあたっては、4 ݆のསरౌ࣎に、希望の໖ڒ種にοΥックを入
れてください。οΥックを入れることにΓり、教職課程སरౌをしたことになります。また、2 ݆中२
に :(% 上で͑ߨʰ資格खಚسਅ੧ʱ֮でも、教職課程སरのқࢧをࣖしてください。 

時ؔׄ上で教職関連Ռ目とՌ目が重した場合、いͥれをསरする͖は各ࣙでஇしていただきます
が、卒業に必要なՌ目のསरを༑することをݬଉとしてください。ただし、࠹श学೧で、卒業までにས
रすることがʹ͑してもࠖೋとなった場合は、教ແ課に相してください。

、ଉとして、１೧ؔにౌできるୱҒ਼を͓てद業Ռ目をౌ・སरすることはできませΞ。ただしݬ
「諸課程སरՌ目」（中・高の「教育のેخ的ཀྵ解に関するՌ目等」のଡくがこれにあたります。）は卒業
に必要なୱҒに含めることができないため、ౌ 上ݸୱҒ਼には含まれませΞ。詳しくは̡ ୱҒरಚགྷʳ
で֮してください。 

ॶしている学Ռ・ߊにおいて講されているՌ目をསरしてください。 
ช部Ռ学の課程ఈのوଉ上、他学Ռの講Ռ目をསरすることがめられないためです。 

ช部Ռ学の課程ఈのوଉ上、他学Ռの講Ռ目をསरすることがめられませΞ。ॶしている学Ռ
で࣏೧ౕに講されるՌ目をౕ࠸སरしてください。 

教職課程はݬଉとして 1 յ生͖らསरすることとなりますので、3 յ生͖らསरするとなると、教育実स
のरড়件もあり、卒業と同時に教員໖ڒয়をखಚすることは͖なりೋしいとࢧわれます。入学時͖らܯ
ժ的なསरが必要です。

卒業後にՌ目等སर生として໖ڒয়खಚに必要となるՌ目をསरすることはՆですが、就職している場
合なʹは、大学のद業をणけることがࠖೋになる場合もあります。
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実सはड़ਐ校とはݸりませΞ。ड़ਐ校も含めて、各ࣙで実सをणけ入れていただける実स校を୵して個
別に交মしてください。 

京都ཱིࢤ学校で実सできるのは、ښߏָཱིࢤଖ業ਫ਼にݸΔΗΉͤ。京都ࢤ教育җ員会の指導にΓり京都
学校で実सをすることはཱིࢤのड़ਐ生が、大学にۛくてสཤだ͖らとい͑ཀྵ༟にΓり、京都学校以ཱིࢤ
できませΞ。 

སर要項にఈめるとおり、教育実सのઈ会やΨϨΦンτーション(事指導)には、ଷりなくड़ੰしなけ
れͻなりませΞ。ただし、ޮܿもしくはこれに६ͥるཀྵ༟がある場合は、ܿੰをめ、後ೖౕ࠸ΨϨΦン
τーション(事指導)を͑ߨ場合がありますので、必ͥΨϨΦϱτʖεϥϱ�事ࢨ�に教ແ課に
けड़てください。 

ໃஇͲܿੰͪ͢ɼࣰसに͚͞ߨͳはͲ͘ΉͦΞ。སर要項にఈめるとおり、教育実सのઈ会やΨϨ
Φンτーション(事指導)には、ଷりなくड़ੰしなけれͻなりませΞ。ऀ会のϩーϩをगることは、教職
以でも必要なことですが、教職とい͑職業では、特に、生ైのたることをٽめられます。教職を目指
すなら、そのことを֮にわきま͓てください。 

実स期ؔ中の就職ಊは、ےݭです。

期ؔのԈௗを、本人͖らお願いしてください。必要な実सೖ਼を֮ฯできるΓ͑に、実स校とॉに
してください。ೖ程ร更は、教ແ課及び各学Ռの教育実स୴当教員にも報ࠄしてください。必要ೖ਼が֮
ฯできない場合は、教ແ課に相してください。（” 25 ページ） 

実地द業の時਼ؔは決まっていませΞ。大学͖ら実सғབする2、ࡏ ुؔ実सで 5 時ؔ程、3 ुؔ実
सで � 時ؔ程の実ࢬをお願いしていますが、これは目҈です。実地द業の時਼ؔについては、実सの指
導にॊ͑Γ͑にしてください。 
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実सは௪常のद業ೖが望ましいですが、体育ࡉやชԿࡉ等のߨ事ೖも学校教育のҲであるため、実सೖ
としてめています。実सの指ࣖにॊってください。 

ޮܿにはなりませΞ。事指導は、教育実सまでに͑ߨ必要があるため、ೖ程がݸられていますが、事後
指導は、そ͑ではありませΞ。各ࣙがद業に支্のないೖ程をお願いしてください。 

おླয়はࣙの״ःのـ持ͬをනすものですので、୯にૻれͻΓい͖、ʹ のΓ͑な಼༲のものをૻる͖は、
各ࣙで͓ߡてください。実सસ体をେනして校ௗ生Ѿ、特におになった実स୴当の生には必ͥ
ૻってください。಼༲については、ࣨླがないΓ͑にघࢶのخ本ࣞܙをԣさ͓た上で、実सをߨっての״
・学Ξだことなʹを含めながら、״ःのـ持ͬをफ़΄てください。 

ޮܿにはなりませΞ。སर要項１̓ড়をࢂলしてください。 

སर要項にࡎىのとおり、「教育実स」は௪೧講Ռ目としてઅఈされています。 
6 ݆に実सにߨったとしても、その成は学೧にՃされることになります。 

必要ありませΞ。小学校教།໖ڒয়または中学校教།໖ڒয়をखಚする場合にݸって、必要となります。
（” 31 ページ）

௪ۊはηーςで、体ݩ用に͓（ಊきやすいもの）を持ってߨってください。 
ただし、体ݩ͖ら指ࣖがあった場合は、その指ࣖにॊってください。
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̘ʁ本学がҲׇਅ੧した໖ڒয়は卒業ࣞ当ೖにోします。खಚ೧݆ೖは卒業ࣞのೖになります。ただし、個
人ਅ੧した໖ڒয়は、このݸりではありませΞ。また、ӭ養教།໖ڒয়はঈきます。ӭ養教།໖ڒয়の詳
細は「教育職員໖ڒয়ਅ੧घ続ઈ会」でઈします。（” 34ʛ35 ページ） 

̘ʁ໖ڒয়は、各都ಕැݟの教育җ員会が発ߨするものです。࠸発ߨについては、教育җ員会に問い合わせて
ください。本学でҲׇਅ੧した場合のद与ݘ者は、京都ැ教育җ員会となります。（” 34 ページ） 

̘ʁ資֪のৄとなるช部Ռ学が交する「࢚ॽ教།講सर྅ৄॽ」は卒業して͖ら 1 ೧後の 3 にきࠔ݆
ます。र྅ৄॽがいて、資֪खಚとなります。大学でॶఈのՌ目をསरし、ୱҒをरಚしただけでは、
資֪खಚとなりませΞ。なお、र྅ৄॽのೖはຘ೧ҡなります。（” 36ʛ37 ページ） 

教員を目指さないのであれͻ、教職課程のསरはखりやめ、Ռ目等にॄ中するΓ͑にしてください。
教育実स期ؔとҲൢة業の就職ಊ期ؔとが重なるため、就職ಊにも非常に大きな支্が生ͣることに
なります。また、教員を目指さない学生が教育実सにߨくことは、実सにଡ大な໐を͖けることにな
ります。教育職員໖ڒয়は、教師になりたいとい͑کいқ志と೦қとをもった人がखಚする資֪だとཀྵ解
してください。 

Ҳൢة業に就職するのであれͻ、教育関連ة業をঈいて、教員໖ڒয়があっても༙ཤにはなりませΞ。教
育実स期ؔとҲൢة業就職ಊ期ؔとが重なるため、Ҳൢة業の就職ಊに非常に大きな支্が生ͣる
ことになります。 

学生ϚϧンτΡΠにࢂՅする地域を決め、その地域にある教育җ員会または学校の̧̟、教職支援センタ
ーにある「ูॄධϓΟϩ」や「ಊ報ࠄॽϓΟϩ」をݡてणけ入れを୵します。その後、教育җ員
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སर要項にࡎىのとおり、「教育実स」は௪೧講Ռ目としてઅఈされています。 
6 ݆に実सにߨったとしても、その成は学೧にՃされることになります。 

必要ありませΞ。小学校教།໖ڒয়または中学校教།໖ڒয়をखಚする場合にݸって、必要となります。
（” 31 ページ）

௪ۊはηーςで、体ݩ用に͓（ಊきやすいもの）を持ってߨってください。 
ただし、体ݩ͖ら指ࣖがあった場合は、その指ࣖにॊってください。
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会または学校に学生ϚϧンτΡΠとしてणけ入れてもら͓る͖問い合わせをしてください。णけ入れても
ら͓る場合は、方を問してಊ期ؔ、ಊ༷ೖ・時ؔ、ಊ಼༲等のͬ合わせをߨいます。 
なお、学生ϚϧンτΡΠにࢂՅすることが決まった場合は、必ͥ、教職支援センターでౌをߨってくだ
さい。（” 14 ページ） 

࠴おΓびંを௪գすれͻ講ߡͰき必要ॽྪを提ड़し、ॽྪમخՅ希望者は、教育җ員会のูॄ要項にࢂ
をण講することができます。教育җ員会にΓって講಼࠴༲がҡなりますので、希望する教員養成講࠴のู
ॄ要項をめに΄ておきましΒ͑。（” 15 ページ） 

４յ生のՈにणݩする教員採用મݩࢾߡの಼༲は、教育җ員会にΓってҡなりますが、ජݩࢾى、ંࢾ
、ݩࢾには、Ҳൢ教養ݩࢾىするとこΘがଡいです。ජࢬを実ݩࢾ作ช、実ٗ、（ໝ٘द業を含む）ݩ
教職教養ݩࢾ、教養ݩࢾがあります。各都ಕැݟ・ྫ指ఈ都ࢤ別の教員採用મݩࢾߡ問題ॄを࢘っ
たり、中学校、高校時େの問題ॄを࢘ったりしてหکする方๑があります。また、学स指導要やช部Ռ
学͖らの௪達、教育に関する๑ྫ等をಣΊࠒむこともหک方๑のҲつです。ંݩࢾ（ໝ٘द業を含む）
やࡠชは、܃りศし࿇सしておくことが必要です。また、ࣰ 、される実ٗの಼༲を΄てࢬは、実ݩࢾٗ
事にॉ࿇सしておいてください。教職支援センターでは、３・４յ生を対েにජݩࢾى・ંݩࢾ・
作ชの対ࡨ講࠴を実ࢬしますので、ۅ的にࢂՅして、合֪を目指してください。

教།の場合は、Γりくが問ޤ方๑は、校種・職種を問わͥ同ͣです。ӭ養教།や養ک本的なหخ
われますので、ৱに関する಼༲やڇৱ؇ཀྵ、݊߃に関する಼༲やฯ݊࣪؇ཀྵなʹについて、յできる力
をਐにけておくことが必要です。そのために、それらをτーϜにした指導場をఈし、౾٠や教दܨ
 。をΞでおきましΒ͑ݩ

４յ生の݆̓以߳にणݩする採用ݩࢾは、ʹの地域のޮཱི幼稚園教།を目指す͖にΓって、णݩ方๑がҡ
なります。ݬଉとして、ྫ指ఈ都ࢤのޮཱི幼稚園教།を目指す場合はޮཱི学校教員採用મݩࢾߡ、ྫ
指ఈ都ࢤ以のࢤやௌଞのޮཱི幼稚園教།を目指す場合は、そのࢤௌଞがޮ͑ߨແ員ݩࢾをणけることに
なります。また、地域にΓっては、णݩ資֪に小学校教།またはฯ育࢞の໖ڒも必要とするとこΘがあり
ます。１ō２յ生のؔに志望地域のูॄ要項を֮しておきましΒ͑。 
なお、ޮཱི・ཱིࢴを問わͥϒΠόࣰٗݩࢾがありますので、１յ生͖らॉに࿇सしておきましΒ͑。
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Ⅵ．卒業後の登録について

1 ．京女教師の会

2．就職支援
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＜はじめに＞
本学卒業生で教員となられた方や卒業後も教員を目指しておられる方、及び本学学生の教員

としての資質向上を図るとともに、本学の教職課程の充実並びに地域における学校現場の問題
解決に寄与することを目的として、このたび教員 OG 連携組織「京女教師の会」を発足するこ
ととなりました。 

本学が学校現場の諸課題に対応できる実践的指導力やコミュニケーション力を持った人材を
育成する教員養成機関であり続けるためには、卒業生の皆様との連携・協力体制の構築が非常
に重要ですので、教員 OG とのネットワーク作りにご協力をお願いいたします。 

＜会員資格＞
（１）京都女子大学及び京都女子大学短期大学部の卒業生で以下の要件に該当し、本会の目

的に賛同し入会を希望する者 
①幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校等の教員となられた方 

（退職者を含む） 
②卒業後も継続して教員を志しておられる方 

（２）本会の目的に賛同し、入会を希望する京都女子学園の教職員 

＜主な事業＞
（１）会員及び本学学生の教員としての資質向上を図るための研究会、講演会等 
（２）本学学生の教員採用に関わる情報提供及び各種支援 
（３）会員相互の連携・交流 
（４）その他、目的達成のために必要な事項 

     ※詳細につきましては、随時ホームページにて情報を更新していきます。 

  卒業後の就職支援につきましては、個別対応いたしますので、教職支援センター(075-531-7275)
までお問合せください。 

1 ．京女教師の会

2．就職支援
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Ⅶ．リフレクションシート

　　　　　　　　　　　Ҿ༻：武ా৴子ʮ教員ͷͨΊͷϦϑϨクγϣンγーτʯ
　　　　　　　　　　　　　（教職課程ཤ修学ੜ༻）
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り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力



�� ��

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力

㻞
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻡
生
徒
の
ᑗ
᮶
の
職
ᴗ
や
᪥
々
の
生
活
に
お
い
て
、
学
習
内
容
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
実
感
さ
せ
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力

㻝
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

㻝
教
員
の
専
門
性
と
は
ఱ
か
に
つ
い
て
常
に
᥈
求
し
て
い
る
。

㻝

㻞
継
続
的
な
研
修
や
ᤵ
ᴗ
な
ど
で
、
専
門
ᐙ
と
し
て
の
成
㛗
を
ᅗ
っ
て
い
る
。

㻝

3
教
育
実
践
に
関
連
す
る
᭱
᪂
事
情
に
つ
い
て
情
ሗ
を
得
て
い
る
。

㻝

㻠
自
分
自
㌟
の
能
力
、
㛗
所
と
▷
所
に
つ
い
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
行
動
し
て
い
る
。

㻝

㻡
他
人
か
ら
の
評
価
や
フ
ィ
ー
䝗
䝞
䝑
ク
を
自
己
の
成
㛗
に
活
用
し
て
い
る
。

㻝

㻢
人
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
┦
手
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

㻞

㻣
人
の
ヰ
を
↓
᮲
௳
に
⫯
定
的
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
。

㻞

㻤
自
分
の
感
情
や
行
動
に
自
ぬ
的
で
あ
る
。

㻞

㻥
䜾
䝹
ー
プ
䝎
䜲
ナ
ミ
ク
ス
（
䜾
䝹
ー
プ
の
中
で
㉳
き
る
┦
互
作
用
）
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻜
異
な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ
人
同
ኈ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
䜀
し
䜀
㉳
き
る
す
れ
㐪
い
や
ㄗ
解
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
対
応
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻝
人
と
協
働
（
共
㏻
の
目
的
に
対
し
て
、
協
力
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
）
し
、
ま
た
は
人
々
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
㞺

ᅖ
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻞
自
分
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
が
、
人
に
対
す
る
䜅
る
ま
い
か
た
に
ᙳ
㡪
し
て
い
る
と
自
ぬ
し
て
行
動
し
て

い
る
。

㻞

㻝
3
教
ᖌ
と
し
て
の
自
分
の
行
動
が
生
徒
に
ど
う
ᙳ
㡪
し
て
い
る
か
を
ㄆ
識
し
て
い
る
。

㻞

㻝
㻠
生
徒
た
ち
が
ᑗ
᮶
の
仕
事
や
人
生
の
中
で
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
規
⠊
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻡
教
育
の
ᇶ
┙
と
し
て
、
人
ᶒ
に
つ
い
て
学
び
、
人
ᶒ
を
ᑛ
㔜
す
る
風
土
を
作
っ
て
い
る

3

㻝
㻢
生
徒
の
ア
䜲
䝕
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
್
ほ
の
発
㐩
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

3

㻝
㻣
生
徒
の
㌟
体
的
・
心
理
的
・
知
的
・
社
会
的
発
㐩
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
㐣
程
で
同
時
に
㉳
こ
り
う
る

ኚ
化
や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻤
発
㐩
や
学
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
環
境
や
文
化
な
ど
の
要
ᅉ
に
ᙳ
㡪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

3

㻝
㻥
教
育
学
の

な
理
ㄽ
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
参
↷
し
て
い
る
。

3

㻞
㻜
生
徒
に
㉳
こ
り
う
る
ၥ
題
に
つ
い
て
指

し
た
り
対
応
し
た
り
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
や
場
合
に

༶
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

3

㻞
㻝
生
徒
が
自
⏤
に
発
言
で
き
る
Ᏻ
全
な
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

㻞
㻞
生
徒
が
自
律
性
を
㌟
に
つ
け
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

学
習
指
導
の
力

㻞
3
知
識
や
文
化
の
継
ᢎ
、
ᢈ
評
、
解
㔘
の
プ
ロ
フ
䜵
䝑
シ
ョ
ナ
䝹
と
し
て
、
生
徒
を
教
え
て
い
る
。

㻠

㻞
㻠
自
分
が
教
え
る
教
科
や
プ
ロ
䜾
ラ
䝮
に
関
す
る
༑
分
な
知
識
を
持
ち
、
生
徒
に
対
し
、
㐺
切
な
方
法
で
課
題
を
ᥦ

♧
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
を
☜
実
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㻠

㻞
㻡
表
現
や
記
㏙
の
も
と
と
な
る
⫼
ᬒ
や
考
え
方
に
つ
い
て
深
く
ㄞ
䜏
と
り
、
⇍
៖
し
て
い
る
。

㻠

㻞
㻢
科
学
的
な
思
考
法
を
持
ち
、
さ
ま
䛦
ま
な
社
会
的
ၥ
題
・
事
㇟
に
つ
い
て
生
徒
に
も
深
い
思
考
を
ಁ
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
も
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
解
決
に
✚
ᴟ
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻣
生
徒
た
ち
が
㐣
ཤ
に
ఱ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
て
き
た
か
を
自
分
の
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
な
䛢
て
い

る
。

㻠

㻞
㻤
生
徒
た
ち
の
言
ㄒ
能
力
が
学
習
に
与
え
る
ᙳ
㡪
を
考
៖
し
た
上
で
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻠

㻞
㻥
教
育
方
法
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
る
。

㻠

3
㻜
ᢸ
ᙜ
の
学
級
全
体
の
た
め
に
、
ま
た
そ
こ
に
い
る
生
徒
一
人
一
人
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻝
さ
ま
䛦
ま
な
学
習
理
ㄽ
を
知
っ
て
お
り
、
生
徒
の
特
ᚩ
に
合
わ
せ
て
実
践
に
活
用
し
て
い
る
。

㻠

3
㻞
教
科
内
容
の
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
進
ᤖ
ᗘ
ཬ
び
関
連
す
る
能
力
の
習
得
ᗘ
を
具
体
的
に
評
価
し
て
い
る
。

㻠

3
3
䜹
リ
䜻
ュ
ラ
䝮
と
そ
の
⦅
成
に
関
し
て
༑
分
な
知
識
や
ᢏ
⾡
を
持
っ
て
い
る
。

㻠

3
㻠
生
徒
た
ち
の
学
習
の
仕
方
、
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
䝈
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

㻠

教
員
は
、
教
科
の
内
容
に
関
す
る
༑

分
な
知
識
と
教
育
方
法
に
関
す
る
多

ᙬ
な
ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
学

ぶ
た
め
の
効
果
的
な
学
習
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ಁ
し
、
 
か
い


ὶ
の
で
き
る
協
力
的
な
風
土
の
学

級
・
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

教
育
者
と
し
て
の
力

教
員
は
、
༑
分
な
教
育
学
の
知
識
や

ᢏ
⾡
を
持
ち
、
生
徒
た
ち
が
自
律
的

で
責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
㛗
で
き

る
よ
う
に
、
Ᏻ
全
な
学
習
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

教
員
は
、
実
践
を
理
ㄽ
と
事
実
に
ᇶ

䛵
い
て
体
⣔
的
に
省
察
し
、
自
分
の

特
ᚩ
や
力
㔞
を
分
ᯒ
し
、
教
員
と
し
て

の
専
門
性
を
㧗
め
て
成
㛗
し
ま
す
。

省
察
と
成
㛗
の
力

小
項
目

対
人
関
係
の
力



��

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。

3
㻛
㻡

教
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
（
教
職
課
程
履
修
学
生
用
）

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
は
、
記
入
者
が
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
、
各
項
目
に
対
し
て
考
察
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
項
目
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
具
体
的
な
自
分
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

文
科
省

の
分
類

履
修
の
検
討

ス
タ
ー
ト
時
点

（
１
年
）

履
修
登
録

決
定
時
点

（
２
年
）

教
育
実
習
の

準
備
開
始
時

点 (3
年
-
４
年
)

教
育
実
習

終
了
時
点

（
４
年
）

左
記
の

①
－
④

解
説
を
聞
い
て

自
分
な
り
に
意

味
を
考
え
た
項

目
に
○
を
つ
け

る

○
（
で
き
て
い

る
）
△
（
課
題
で

あ
る
）
×
（
意
識

し
て
い
な
か
っ

た
）
☆
（
意
味

が
わ
か
ら
な

い
）

現
場
で
特
に
自

分
で
気
を
つ
け

よ
う
と
思
う
項

目
に
○
を
つ
け

る

ま
だ
で
き
て
い

な
い
今
後
の
課

題
に
○
を
つ
け

る

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
自
分
の
課
題

【
文
部
科
学
省
の
定
め
る
分
類
】

①
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
に
関
す
る
事
項

②
社
会
性
や
対
人
関
係
能
力
に
関
す
る
事
項

③
生
徒
理
解
や
学
級
経
営
等
に
関
す
る
事
項

④
教
科
等
の
指
導
力
に
関
す
る
事
項

大
項
目

小
項
目

3
㻢
ま
と
ま
り
と
秩
序
の
あ
る
心
地
よ
い
生
活
の
風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
。

3

3
㻣
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
風
土
を
作
っ
て
い
る
。

3

3
㻤
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
に
学
級
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
と
出
番
を
与

え
、
全
体
に
心
配
り
し
て
い
る
。

3

3
㻥
生
徒
た
ち
が
互
い
の
知
識
を
分
か
ち
合
い
学
習
し
合
う
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る
。

3

㻠
㻜
生
徒
た
ち
の
力
を
信
じ
、
学
級
運
営
や
特
別
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

3

㻠
㻝
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
律
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を
用
意
し
て
い
る
。

3

㻠
㻞
会
議
や
研
修
に
出
席
し
、
関
係
者
の
考
え
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

㻞

㻠
3
教
育
活
動
の
準
備
、
実
践
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
僚
（
管
理
職
を
含
む
。
養
成
の
場
合
は
、
共
に
学

ぶ
仲
間
た
ち
、
以
下
同
じ
）
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻠
必
要
に
応
じ
て
、
同
僚
た
ち
に
声
を
か
け
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。

㻞

㻠
㻡
同
僚
と
協
働
す
る
場
で
、
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や
役
割
を
伝
え
、
連
携
の
合
意
を
得
て
い
る
。

㻞

㻠
㻢
同
僚
と
互
い
に
建
設
的
な
助
言
を
し
あ
っ
て
い
る
。

㻞

㻠
㻣
同
僚
と
自
分
の
個
性
の
差
異
を
把
握
し
、
理
解
し
た
上
で
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
。

㻞

㻠
㻤
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
同
僚
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
る
。

㻞

㻠
㻥
学
校
全
体
の
発
展
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻜
学
校
運
営
や
組
織
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻝
保
護
者
の
社
会
環
境
や
生
徒
へ
の
期
待
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻞
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
、
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
使
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
3
学
外
関
係
者
に
、
教
育
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
の
教
員
と
し
て
の
専
門
的
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
合
意

が
得
ら
れ
た
形
で
生
徒
に
関
わ
っ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻠
組
織
と
し
て
の
学
校
が
、
他
の
組
織
と
協
働
す
る
際
の
手
続
き
や
規
定
に
慣
れ
て
い
る
。

㻞

㻡
㻡
生
徒
の
実
習
先
、
進
学
・
就
職
先
と
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
を
維
持
し
て
い
る
。

㻞

㻡
㻢
生
徒
た
ち
の
校
内
で
の
学
び
と
校
外
で
の
学
び
が
有
機
的
に
連
動
し
あ
う
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

㻞

履
修
登
録
面
接
時
の
教
員
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後
の

課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

教
育
実
習
時
の
指
導
教
諭
等
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
自
分
の
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

組
織
力

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
学
校
を
構
成
す
る
全
て

の
教
職
員
と
協
働
し
て
仕
事
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
学
校
が
う
ま
く
機

能
す
る
た
め
に
貢
献
し
ま
す
。

同
僚
と
協
働
す
る
力

学
校
を
取
り
巻
く
人
々
と
協
働
す
る

力教
員
は
、
教
育
活
動
を
効
果
的
・
円

滑
に
す
る
学
級
運
営
の
力
を
持
ち
、

生
徒
た
ち
と
と
も
に
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。

教
員
は
、
学
校
の
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、
実
習
先
や
進
学
先
な
ど
学

校
を
取
り
巻
く
多
様
な
人
た
ち
と
円
滑

に
協
働
し
ま
す
。
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